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緒員

本研究の第 1 [II[ ~制止は昭和 19"r (1944) 3 月，林業剖検報告第 39 号をもって発夫してある J その後，昭

和 25 {~ (1950) 11 月第 3 回fBl伐を施行したのであるが，その結果をとりまとめたものが本報告である。

しかして p本報たを読む人のために考えたのであるが，第 1 回報告を常に座右に備え前後対照するのでなけ

れば，要領をえないようでは不便なことと思う。それで，本報告の全体を通じて，重rf1をかえりみず，そ

の必~Wvこ忠じてfi日間報告ーの内容をも再地し，本報告を子にすれば，試験の結*の全体を知ることをうるよ

うに乱戦してある ο

なお，本報告を発表するにあたり，本試験の開始，進行および試験地の保護管ml等の上に，1iJf究の当事

者たる著者の立場から，深甚なる感謝の立を表さねばならぬ人々は多数ある。かかる人々の氏名をまずも

って掲げたいと思う。

著者の若いときから今日に至るまで長い年月の問，造林技術全体の指導者は故林学博土白沢保美氏であ

り，そのうち特に間伐に関する恩師は林学博士寺埼渡氏であるこ本試験開始当時(昭和 4 年， 1929 年3

11 月〕より今日に至るまでの林業試後場長は前記白沢防土をはじめとし，林学博士藤岡光長，太田勇治郎，

農学博士吉田正男，同長谷川孝三，同大政正隆の諸氏である(これらの人々は著者をして，余念なく本研

究に没頭することを寛大な気持をもって，見まもっていてくださったのである c

(1) 農学博士
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木試験開始当時の東京釘林間(その後蛍林局は，東京， ïìij析の 2 同に分かれ，本試験地は，前橋前の管

内)の造林課長は平尾丑麿氏であり，当時の福島県地方の業務~g{~替披印!iは窪田円平氏であった J この同氏

は本試験地設置についc，絶大の必援を賜わった人々である

本試験開始以来歴代地元蛍1ヰ:')1; (福仏県石城郡植田町)長は， ~Lrlll身~~義，丹羽芳次，藤FHf!!\科，宮川綱

男，矢口 ↑専， ) 11凹一郎，弓納持1，íJi允，滝沢政雄，百瀬美仇:Dlのi沼氏であれまた当初より府代地元1ft当

区(J Ilt悦日当区)員は桑原惣{t}:j ， 山本豊吉，堀江蔵次，水野手宗弘，依川it~， ノj、竹貞一郎，東海林秀，

今村達侃p 松本健雄，ノj、沢真f!t: rnのidt氏である

さらに同署造林主任その他として，本試験に関し特に1如来の深かりし人はp 大橋英一， 1)、武安寿p 台川

茂， i竜内秋次郎および前;;l~{d-~n 1 ，今村の諸氏である

また，東京の休業試験場員として本試験に関係深かりし人々は佐多一五，大城川次郎，小池益夫J:&谷

与十郎，山路木雪男，林fJir栄の;治氏である

昭和 28 年 3 月 p 山にjzi き，立木fiiIi絡の鑑定をしてし、ただいた人は，地元勿来木材工業株式会計の川子

鳳作氏である。

以上は最近約 20 年l7iJ本試験の遂行に関し多大の支援を賜わりし人々の芳名であるが， ここに!日1伐試

験の意味を離れてこの rr 支店官林の造林および撫育，保護というjr.場からみて，われわれの忘れ得ぬ功績者

がふたりある c それは明治 33 年(1900) の植栽事業の主任たりし田大路吉光〔故元貴族院議員，干

沼〕氏主地元』王の住ん元巡手，ft;:消水重太郎氏とである"

1.本試験地の位置，面積

試倹林は福島果石城郡} 11出村大学山玉字仏具山小字日兼国有林(jì~~市営林局植田町営林老鮫川経営区の

一部〉の中に設けられている H，l在は 50 年生のスギ造林地であるが，試験開始の当時は林令 29 年であ

った。

試験区は 3 区であって，その 1 区ごとの説明は後文試験方訟の大裂においてすることとし，ここでは試

験区の名称主各区の面積とを;心するにとどめたいの

第 l 号寺崎式普通!日l伐;B 種( 11'1) 間伐施行区，略号 lB，日日程t 0.3556H. 

第 2号仏国式上層l:rJ伐施行区， m各号]lイム，面積 0.3263 H. 

第 3 号 折衷式(河川式)各間間伐施行区，国各号111各， jω積 0.4483 H. 

ここでp ちょっと本部験i*の治平に関することを記述したいと忠ト 元来本試験林の最初jの日的は，

各種形式を具にしたる l:tJ伐を加行したる見本林を設置し，普通事業の参考資料たらしめんとしたのである

が，その後回凶の7休業試験地に編入されたものである

2. 試験経過の大要

明治 33 年 (1900) 植栽

大正 S1r (1919) ごろ普通事業として 1111伐施行，このときの計録は明ら由、でないが，大凡本数において

30% 前後，材僚において 18% 前後間伐されたもののようである

昭和l4 午(1929) 11 月第 1 回間伐施行，林令 29.

目的日 16 {f (1941) 3 月第 2 回問、伐施行，林令 40.
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ITi{,f;1I 25 '1三 (1950) 11 凡第 3 [1リ !ii J(父施 fj'， iヰ:令 5:).

しかして， íiil伐を施行するごとに， 1::!:1寸むを行ったのであるが，それは高野['1にて昔から6われているプ

1) nmlによる木登り j去をr，c;1Hしたのである J ここでらょっと，話は 1~liにでれるが，当li寺東京営{~:民宿;I-Jgの国

有林に対し，このブリ縄を移入したのは大i[ 9 {f (1920) の秋てJうって，その4t唱をしたものは当時東京

滋林局のj立f*課長であった著者である J これよりさき，この方法ーは， Wi/I.híîの主主i、寺山，長野県の木曾，

日光jJf;ì立の交狭地方には 111幕時代からすでに民川には行われていたのであるが， jll当の組織のもとに，国

有林に穆入したのは著者である 同li与にこれが，関東以北に刈しても，この木宏り方法の移入の導火帝京を

なしたもので、ある~

3. 各試験区の地位の比較

11ilf見方法の比較試験を行う二当り，まず件試後医の地位を同一ならしむべきはもちろんのことである。

それにもカ、かわらずF まったく地位を同一ならしめている攻る地区(本河鉄;こおいては 1 地区の国債 0.3

H ないし 0.4 Hlを 2 ([!，jJ.'Lr.選定することは，いうべくして，事実[土五郊のことである c しかし幸子者は ， 11X

る検討のもとにほぼi両足すべき 3試験区を設置するを得たのであるが，この事 I;'! をすこし次に iSiするこ

ととする。

上'JT(~のごとく，元来本試験林は々の当初より本絡の試験材、として設iJt されたものではないのであるカ}ら，

IJ~J眼的に大休地味同・と I{.t-!めうる 3 (民の標、w地を設ùJ'c し， これに .j~í]~il~ 3 種の 1111伐を施行したものであ

る。そこで，本1ヰ:分が林業試，f1貴f也に細入せらるるに際し，改めて平均ut高，平均町径の立場ヵ、ら，各試験

区の地位をj 七較したところ， 1 B と H 仏の 2 区は，地位(l:同ーとJ;~(，故しうる また， 1 B と11[各の 2 区

も同・である、しかし， llr 各とIl仏の 2 区の比較においては1\[ 1-干の万が， いささか地位j);j..である

が，全然絡段の詮を示すほどのものでもないという*-守合1こ注したのである τ しヵ、して，これが統計数学的

の械、作は第 1 間報告に詳細必げであるから，特に見たL 、むきは，これを読んでいただきたいと思う c

その後，著者は林分の地位を}ヒ絞するのに，平均高によることの不合到!なるを感ずるようになったのて、

ある。それは，元4毛利lli立をJ出立するに，平均J認をもちいるということの起りは，同-~、1:分の rl' の谷間関!の

高さは，直径の大小と;恨関係に大体同 Úr'Âを示すべきものであると L 寸前北iこ発しているものと思われる、

しカるに p この liíJjj止は著者の数十年にわたる休1j貴から見ると事実と合致していないのである それは著者

は若いときカ a ら，大ノj、会:-\"I芝にわたり人工h古栽の一斉同齢林をiW;定してみだが，直径と樹高との1'11:潟係数

が， 0.5 以上の偵を示さなかったことはわずカ寸♀ 109b 以ドであって， L カ‘も，その l09{; 以下のものの

ほとんど全汀;は 0.45 1.:)，上の {ü'j を示しているのであるいすなわち，人了1筒抜になる一斉同令林のH分内に

おいて， [1'\径大なるものほど樹高高く， 辺に制高正;j きものほと，'lf'[径大となる傾向は，これを一般的に認

めざるをえずと L 、う結論に達したのである。この具体的の研究の一部は，昭和 24 年 (1949) 3 月発行の

林業試験報告第 41 号に発表した著者の[アカマヅ及びカラマツ桶栽の疎密が成林状態に及ぼす影響」な

る論文の内容である。しかるに， 1 単位国債内の本数がすくたいものの平均直径は.当然多きもののそれ

よりも大であるから，林分の平均直径l土木数の影響を受くるこ主はなはだししまた平均直径の大なる林

分の平均高は，平均直径の小なる林分に比して，その地位は同 であってもその平均高は高くなるのであ

る。しかし，各直径陪ごとの平均高は，本数の多少にかカ Bわらず，地位同-tJ:.れば，その間に大きな差は

生じないわけで、ある c

きれば，著者はつぎのよ 7 な方法によって，本試験林の各区の地位を比較したのであるニすなわち，第
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1 凹1:日伐施行TI'nì口の各林分につき，各位径陥ごとの平;!:，jj:Jj高を:1lC山し〔末尾に1+1 したる資料表参照)， こ

の平均高の数in'(を資斜として，千刊本分の!怯j高!lü;f:Jí(を求め，三lミめえたる î:Jj高rill線を図上Jこ置き，各出減が全

く合致すればもちろんであるが，ほぼ同ーの|盟内において合致の態勢を示していれば，各林分の地位はほ

ぼ同ーと見倣すまた， A なる林分のl釘高 rill m;ÎU/' B なる林分のそれを kまわっていたならば， A の地位

は Bの地位より上であると Jよれば，地位を」七絞するに当り， Ii路ヲ己全に本数の影響をi!"J去しうるのである

さて以 kの主肢のもとに，本試験林の各区の地位をよ凶佼してみたところ， 2:ぎのようなことになったの

であるQ

まず本試験開始当時(林令 29，昭和 4 年 11 月)の間伐直前の樹高曲線を求めて見ると，それは，次ぎ

のごとき数式となるのであるコ

試'次区 1 B log (H-1.2) =1.38031-4.32508(0 

試l鈴区j[仏 log (H-1.2) =1.37801-4.41465(0 

試験区Il[各 log (H- 1. 2) ニ 1.33824-3.38070(0 

となり 3 これらを図上に泣いて見ると，それは Fig. 6, group 1 となるのである (Table 29 参照トそ

れで，もちろんこの 3 つの 1II1和μ主合f女してはい沿いが，この1!，'皮のものならば，この 3 (~'，iの材、分の地位は

はぼ岡崎のものと認めたのて‘ある c

つぎにこれら林令 29 当時の各林分の樹高山線が，その後林令の高きにi多るにしたがい，いかに隻化し

ていったかということは，また全く別個の研究に属するものと見なし，それらのことはさらに後輩項を改

めて尚げることとしたのである (F. 村:分fW!!X:の比較参院、)、

4. 試験方法の大要

試験方法の大要を説明するということは，何故上司のごとき， 3 種の間伐形式を選んだかということの

説明がその主要部をなすべきであると思う

これは， fiÎ'j唱にいえば，多分に卜..J~~'íHl1 r文の芯:味を合んて、いる計業附休r: ilfたの代表として寺崎式 B 種を

選びp なるべくド凶木を fkらないで，林内に山射光の射入することを妨げ，上回林冠のみを間伐によって

疎開せしめようとする広葉樹;j;j;fl n伐の代表者として，(，ム図式上回間伐を選んだのであるコしかして，この針

葉樹林間伐と広葉樹林間伐とを|止界における各種1:0伐形式の根元をなす 2 大潮流と見なし，この 2 流を折

衷し，その 11II をゆく著者の各府!日i伐をあみだしてみようとする初IJt区を第 3 号の試験地としたのである I

てこで，各試験区の中の l LiJ f':<;木の選定の差異，すね:わち各試験林分の{たり方を説明するまえに，著者が

採用したる寺崎式 B 種の 1m伐についてちょっと説明をする必要があるのである

寺崎同士i主十数年前より，すべての林分は皆多少なりとも，多くの間冠府から構成されている したがっ

てこれを撫育するにあたり，一般には林分を複層林として，これを取扱うのを最も合理的であるとし，明治

36 年の当時，編成強またせられたる A 度， B 度， C 度(後日これを A 種， B 種， C 種と改められた〉

および上居間伐(後日これを D 度と上層間伐の 2 種のものに分たれた〉の 4 種の間伐は博士の指指せらる

る単層林に適用すべきものとし，新たに各層間伐を基調としたる間伐形式を発表されたので、あるごしかるに

本試験地に適用している， 著者が指して以て寺崎式 B 種間伐といっているのは， 同同士が明治 36 年

(1903) に発表された単層林におj して制定された B 度の法式であってp 今日向博士が一般的に指定して

おらるる複周林に対する B 種ではないのである。それゆえ著者のいう寺崎式 B 種というのは3 寺崎式 B

種〔単〉または寺略式 B 種(旧)とか呼ぶべきものと思うのである。
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そこで IHJi還となるのは，寺l崎式 B 種(与のを法調として，どうして， 各府間伐がなし得たカ i というこ

とであるが，これには著者独自の見fiII!がある

著者には著者独自の林形の見方がある。それは~可状林と陪状林である(昭和 8 年， 1933，間伐に就て，

石Jl!I)県山休会，昭和1 16 年， 1941，間伐と林内簡易統計参照L この見方によると，寺時間土が単!rl'.ì林と指fl1;; し

ておらるる休分は著者の指定する 1 陪多削林の 1 槌である。すなわち，著者が 1 陪林であるが，同時に多川

林と認める以上寺崎同士の単!刊本にも著者の日に映じたる上回間伐はなしうる1[11である O 以上の立場カ b ら

著者は著者の主張する多層林 f惚 I再林にあらず) ;こ対して，多何なるがゆえに各同!日!伐を施こし得たのであ

り， r司同に言<t;!~責林分の同所(1せに fでに!階状村;となっていたところもあるかも知れないがp もちろんこれに

は各牌間伐を施しえたのである 問題がここまで進めば，著者が施行したる各Jl~l'inIJ伐は著者の形式，すな

わち河凹式の間伐て‘あったのであるの

ここに，この 3 種の len(た形式をできるだけー客間的に著者をして記載せしむればぷぎのようになるの同時

にこの日il&の内れが試験方法の大要の説明の主要部をなすものである

( 1 )寺崎式普通間伐 B種(日)，これはすでに記述したとおり，単府林に対する寺崎式 B 種のことであ

る。浅存林分はn;Ulll として， 1 級をもってHli[j:.tせられ，その問閉鎖の調節をたもつために， r折々に 3 級を主主

立せしめるものである l それゆえ 1 級のきわめて 1 小部分， 2 紋の全~i). 3 級の 1 ;'¥j'" 4 級および 5級の令部

を{えるのが同同士の指定せらるる C 種の IlJl伐であるこしカミして B 積においては，この 2 級の全部を同時に

伐らず，間伐の凹を重ねる度ごとにD-xる年数の間に 2 級木の全部をf\(; りつくすのである。同時に必然的の結

果として， 1 級木に手を(q~lるる必要はなくなってくるのである。著者は種々と喜初段した結果，本数減少の C

種ほど急激ならざる B 種の方をこの試験の 1 原型!として取引、れたようなわけである〈

( 2) 仏国王史上府間伐，上!日間伐は各国において行われている c しかしてその形式図も種々と発表され，

かつ独特の版図が発表されている cただし，この中上1~~i1 r lJ伐の日(10を n;UlIJ として広葉樹i白いているのは，

仏国式，jf:図式および「エノL カース」氏 (Oelkers ， ]., 1932) のもので=あるが，著者は「ジヨリ ~~J 氏(Jolyet ，

A. , 1916) の発表ーした仏国式を選んだのである c

仏図式上回fèiJ(i<:はまづ幹級を a ， b, c の 3 紋に分カ h ち， a 紋というのは，上阿木にして樹形の良きも

の， b 紋というのは， _r_1ï守木にして樹形になにか欠点のあるもの， c 級というのは他の一切のド同木を包

括しているものである。しカ、して間伐木としては， b 紋についてのみ考えるすなわち，上回木のうち b

紋を伐って，結局筏存林分は a 級と c 紋とから間伐されるように林分を導くものである C

著者は当初は，この純仏図式をそのままあてはめてみる気で，仕事にカの、ったのであるが，さて実地を

見るにおよんで，なかなかそうはいカ‘ないものに直面したのである。どこがL 、けないかというと，元来仏国

の大方の広葉樹林は，すでに多年の間，この形式で導いてこられたものであるから，林分の組成状態が既に

この形式をあてはめるのに都合よくなっているのである乙しかるに，わが国の森林，ことに広葉樹林の多く

は，多年のIldj撫育を受けたことのない，いわば放置されたる林分であるから，そこに，難点があるのである c

その第 l は b 級の木であるじこれらは b 級は b 級であっても，直ちにこれを除伐すると，林冠の疎開

大に失するものがなかなか多いのである， 'j;てき‘μc級についても，多年の間放置された結果として， c 級

ではあるが，すでに哀弱はなはだしく頻死の状態に陥っていて，これを筏存せしむることの意味なきもの，

または病虫害等に躍って，筏存せしむることの有害なるもの等が現実に存しているのである。

以とのような，r，~Zを考慮して，著者はかりに原形を仏国式にとれこれをわが国の広葉樹林の現状に適する
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ように，その全体の幹放に多少の~更を行ったのである，それは次ぎのとおりであるご

( i) a 級は，そのまま a ~~kでよし，ただしこれを A 紋と書くこととする。

(ii) b 級の中に上JlIJ したとおり p これを伐るとそのあとのの1i聞大に過ぎるために，直ちに間伐し矧き
ム

ものは特別の幹級と見倣すυ 普通の b 級を B級と書き p ヒ刊のごとき特別の b 級は， B なる 11iJ号をもっ
ム

てあらわすこととする。しかして， B は直ちに伐除することなしこれに適当な枝打ちを加えて樹形を笠

改し，その部分の疎開を迎当ならしめるの

(iii) c 紋の中には頻死木がある。それで c 級を C 紋と書き， 頻YE木たる c 殺を D とし新たに幹

級をおく。

(iv) 日丸木と上!11オことを川わず，病害，虫害等に犯されて， 一刻も早く向:令を要するものを E 紋と

する。

すなわちp 仏国式の幹紋をわが国の森林の現状に適合するように，改定したる河田式幹紋ならびに河川

式上層間伐をここに剥げてみると次ぎのようである σ

A 紋(上!胃木)仏国式 a 紋に首長ず。

B 紋(上陸i木) iム図式 b 級に準ず。
ム
B 級 u二h'う木〉樹形 fえ九なるも， B 級のごとく直ちに{長:[:;í"し叫l き凶係にあるもの〕

C 紋(下版木)仏国式 c 紋に準ず。

D 級(ドÞ~í木)すでにWIill'iの枯れたるものをはじめとし競合Eの状態にあるもの等c

E 級門のヒドを!日]わず，菌， :JJ，のために犯され由一ちに伐除すべきもの。

以上改汀の幹殺を採j付し J

A 絞は全部侵す。

B 級はそのうちなんら泊、の芯味におし、て， A 紋の1111冠に刈し， jf1iJ圧i3'Jの障宮をなすもの p または

近き将来に障害をなさんとするものは伐るつ

"込
B 級 1交打ちをなして， A 紋の拙J冠の発達を円減ならしめ伐|:余を将来に期すc

c 級全部浅す、 D 級全ni).伐るコ E 級金古[\伐る n

しかして，その実際の状態を1英明(i~に図示したものは拙著 il:J1伐形式図とその説明J (昭和 23 年， 1948 ，

青森営林局〕の中に掲げである)

なおこの上層I~J伐は，当初代期木を決定しておく式と，決定しない式とある。著者は3 この後者によった

のである。すなわち間伐施行の鮮度 A， B ， C ， D ， E の幹級を新たに決定する方法によったのて、ある υ これ

は生在、字的にみて，或る l 仰の樹木の生活が環境と無関係に JJXる長L 、期間不変であるといシことはïlíj犯

し得ないことであるからである 3 現に木試験:l，*分の r[rの立木のあるものは，時々刻々その幹級を32えつつ

あることは事実である u

(3) ;J)Î'茨式(河川式)各層間伐 この試験区の rl:rの伐りかたは 2 本建てでゆくのである。すなわち，

まず改訂仏図式上勝間伐の立場からいえば，
ム

A 紋は全部筏すç B 級の大部分は伐る。 B MJi. 肪j形を直す。 C 級全部俊す。 D 級会部伐る o

E 級全部伐る J 以[二

つぎに寺崎式 B 種(日j の立場からいえば，

1 級全部空告すc 2 級その一方~\を伐る。
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3 級1'M冠の氏きものは筏す ただし， j'1H冠良好なるもI1'Ni'lが A 紋または 1 放の jO:!j冠の発述をおび

vやヵ、してし、るもの l工{lとる。

4 級 3 級と同様に取り以上または，優良なると!百木にはなはだしく近接して立ち，樹冠の配置上

意味なきものは伐る δ

5級全部tli:: る二

Before thinning. 

I -+ 3 I 2e 2b 3 3 I 3 3 2e.3 3 2b I 4-~+ I 2c. 5 I 4-3 2d 3 I 5 1 2b 3 3 3 1 3 2d4 , 3 

Just afte:' selection finish巴d. Tre己3 with crown shade.linE'd shall be removed 

4 2c 2b 3 3 2e 2b -+ -+ 2e 5 4 2d 5 2b 3 3 4 

after thinning. 

31 3 I 3 3 3 I 2a I .3 3 I 3 .3 I 2.1 1.3 

(Kawada , M. , Ag. D.) 

F ig. 1, a. Diagram o[ thinning, ordinary m巴thod ， viz. , Dr. Terazaki's system B. 
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この折衷式の伐りかたが，寺，1;な式 B 種 (IH) と叫なることは白川のこと Cあるが，一方p たとえば仏図

式の C 級に1引当するものでも，制冠の不良のものや， ドl付よりと It/l~i木のti!l冠をおびやかしているものな

どを伐るというような点が仏 11 とは興なるのである

さてp以上のような幹級区分および選定の標ij~のもとに実際にL 、か:こ I I\Jtたされたかは，別婦の慎形図と，

つぎの炎によって書きあらわされているのである。すなわち，つぎの表の中の数字は，試験方法を説明す

Before thi口ning.

ACCA8BCCACCECCBACãCABDACCB~ADABCCCACBCAC 

Just after selection finished. Trees with crowロ shade司 lined shall be removed 

After thinning. 

ACCA BCCACC CC Ac蘢A ACC CA A CCCAC CAC 

(Kawada, M. , Ag. D.) 

Fig. 1. b. Diagram of thinning, crown thinning, viz. , french system. 



スギ，1:本間 fJc試験の成績 (第 2 回) (河n1) - 89 ー

るとともに， ナでに試験紅来の-j~ßを示しているもの ζ もいえるので皮る (Fig. 1 ，日， b, c Table 2, 

Table 3 参照)ュ

これを IIJJ{I(]Ì日と妓存木とに分けーて， J B においては， 1 級の本数の%の上がり万 3 級の本数の%の

下りかた， n 仏およひ、 ]11 各においては， A rr;数の%のよがり方， c rr;訟の%の下がり方を比較し

てみたのが Table 3 である c

Before thinning. 

ACCABBCCACC~CCBAC 忌 CABDACCBCADABCCCACBCAC

Just after selection finished. Trees with crown shade-lined shall be removed. 

After thinning. 

AC A BC A C CC A 色 CA
(Kawada, M. , Ag. D.) 

Fig. 1. c. Diagram of thinning, thinning for each storey of crown, viz. , 
a form deduced by author. 
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Table showing percentageき of each crown.class, ancl the variation cluring ages of experiment 
proceeded. 
P (Plot) , C. C (Crown.class) , B. T (B巴fore thinning) , A. T (After thinning) , A (lst 
thinning) , B (2nd thinning) , C (3rd tbinning). 

この表によると，いろいろのことが日につく c

( i )かりに IB の 1 級と他の 2 区の A 紋とを相当するものとし， 1 B の 3 級と他の 2 区の C級と

を相当するものとみれば， J[ 仏において， A の%の上がり方がきわめてにぶく， C の%の下がり万が

きわめてにぶく，脅え前においては，前回の間伐の筏存当時に比して C の%が上がっている場合さえ
あること。

(ii) 1 級または A の%の上がり方は lB 最も急であることっ

(iii) 現在における 1 絞または A の%はlH各の区において最高であること。

これはおのおのの間伐形式の本質から招来された結栄とみてよいようである c
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5. 試験の結果

A. :1ド数，材積の.l:t絞

資料:名lliJ伐焔庁H寺における間伐前，間伐および残存の木数 (n)，材積 (v) の実数を示すと， つぎの

各表 (Table 1. A. B. C. 資料J 本報告の末尾に渇げてある〉のようである。しかして材積の石当り換算

数は，後立立木側絡の比較における材積と照合しうるように特に掲げたものである。

本数の比'ji交:この資'fJlトをもちいて， 各試験区の 1 Iヘグダ ~}~J 当り〔以下 lH 当りと寄り木数を
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試験区 (P)

一郎ー

No. 

。
υ

円
U

守J• 。oqu 
当初]材ι険
H゚.I. 11 (林令 29)

務 1 I 口11m伐
(%) (1929) 

2 

86.310 筏存材積3 

190.708 41 第 2 凹間伐前
n日 .16.3 (林令 40)

第 2 ITII111H:I<: 
(%) (1 ヲ41)

設~ 3 1叶 lilHl<;ïìîJ
aEi.25. 11 (林令 50)

筑 3 [iilli lJ伐
(%) (1950) 

浅存材積

5 

6 

B 

'213.157 

10 I 指数目的位 i 3 

Table ()f increasing course of volumes. (Unit cub. m.) 
P (Plot) , A (Real No.) , B (Per hectar) , C (I口dex No.) , 1, 4, 7 (V. of before thinning) , 
3, 6, 9 (V. of after thinni口g) ， 2, 5, 8 (V. removed and its ~の， 10 (Order). 

筏存材積9 

著者の肉眼に映ずる各試後区の筏立状態は大しカミして，Table 4 のようになるのである表示すると，

体において伐期本数またはそれに近いもののように創部せらるる ωである (Fig. 2, a , b 参照) , 

すなわち，まず主主存ギをみると，Il仏， 111各， J B の/1肢にその挙がさがっている υ これは1111伐形式の本質的

差異からきた結果であって，まさに然るべきものがある υただ，ここに参考となることは，著者の施行せる間

イえが成る適当のものならば，かつ既7じしたるがごとく，本試験地の本数はどの区におけるものも，大体{支期

本数に述したものとみれば，伐矧令 100 年(ただし，本試験地は 80 介")前後のスギの皆伐喬林において， 1

B においては約 30%， 11 仏においては約 50% ， II[ 各においてはがJ 40% 位が当初Jの本数に比して筏存

しているということになるのであるが，これは筏存率の (líJヵ、或る標行1]を与え得たような気がしている。

また，自然枯1]:1の状態をみるに， JI 仏， II[ 各の Îillj:1'干には，それぞれ少数ながら紡担が出ているが(も

これは間伐IB には 1 本もこれを生じていないっとも，この III 各の中の 1 本は雷火彼害木である)，

rB の林内に射入する陽光量が特に多く，またその強さも特に強よいことと，頻の本数主撃が高いために，

死木はまだ生きているうちに早くも |J11伐されてしまっているということを示しているのである。

材積の比較: Table 1 の内容を資料とし， 1H 当り材積を算均しこれを表示すると Table 5 のように

なるのである (Fig. 3, a , b 参照)。

指数によると，残存材積は m 各， IT 仏， rB の/1聞にその値をIJ、ならしめている。しかし，その数字をみ

その間に驚くべきほどの格段の差を示しているとはい

既往総収穫材積の比較p まずこれを表につくってみると，それは Table 6 のようになるのである。

ると， 1. 5 倍ないし1. 8 倍の範囲内であるから，

えないのである。



すなわち，指数の上から

いえば，日l 各， 11 仏， 1 

B の!I~iにその他"を小ならし

スギ林間伐試験の成績 (第 2 回) (河田)

Increasing COUl'e of volume. 

叫帆

(J払油叫山抽副b ゐ酬b叫ザ勾・2，，，，，)

Total yield. 

flil!I l .t紙日岡山明
図 Z叫tt.. 曽

田 3叫串ι.. 

- 97 ー

口 '\T.t..柳川付叫50.

めている J 一言にしていえ M∞ 

ば，各層Iti)ü:は材積収入の

上においてp 最も有利であ

るといえる。

しかし，その指数をよく

調べてみると， I[仏のそれ

と IB のてれとはほとんど

一致し p ただ11[各におい

てやや大である。 更に進ん

でこの 3 つの指数似を!J_LJ捨

五入してみると，いずれも

3.0 となるのである。すな

わち，是正住の総収般におい

50。

/ , ' 
/' ... _".. , , , /-..... __'" 

F_ /. /' 

;t品 t。 2。ョ。 40 s。

(Kawada , M. , Ag. D.) 

1 n m 
日仏各

Fig. 3, a. (Real numbel' par hectar) 

ては，間伐方法の如何にカ 3.0山 Tota! yie!d. 

かわらず，林令 50 年の今

日においては，ほとんどそ

の差を認めることができな

いともいえるようであるつ

しかして，更にこれと同

橡の比較を第 2 rq_lI1i1伐当時

(林令 40) においてして

みようとしてつくったもの

が Tabl巴 7 である。

今この災を見るに，当初]

数を1， 000 とおくと， 111 各

は第 2 目1m伐の当時すでに

その市数は他に比して畏高

伎を示しているから p ひと

まずこれは別として， IT仏

の指数は第 2 回間伐から第

3知山円切J\Ae- 1 仏AJm.Q，.

(挑み~4J品川副句2."，酬AM ? 

2.000 

1.000 

, . , , 
,- ".. .' , , 

-~ -" ,,' . , / , / 
/ / / 

o 0 0 ,0 
1 nm 

20 30 40 50 

(Kawada, M. , Ag. D.) 
Fig. 3, b. (I nヨ巴x number) 

1 n m. 
B fA 急

3 回日 IJ伐に移る途中において. 1 B の指数を抜いてL 、る r これは iLi1伐率の弱L 、ことの利点を示しているも

のといえる。しかし， 1 B の当初数を1， 000 とおいて，他のすべての数字の指数をとってみると，林令の

高きに従いこの数値はたがし、に1， 000 に近づきつつあるのである一これは地位同一ならば， mJ伐方法の

如何にかかわらず，単位面積当りの総収穫量は伐期近くにおいて i士宮ー致することを示しているものと
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Table 6. l!'{ 往総収 f11' 1;1 積

1 試験区 (P)
No. 1-一一一一一←一一←

1 B H 仏 IIf 各

IH 当 1) I 指数 IH 当り 1 指数 IH 当り i 指数
B 1 C B ! C I B I C 
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Table 7. 総収控室の動き
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みることができる。しかも，かカ aる仮説は近時，欧米各地の学者が漸くその主張を強からしめんとするもの

なるやに著者は閉し、ている L とにかく，この傾向は大いに注目すべきものである。

B. 立木価格の比較

本項において使用した要素について前もって説明するとつぎのお{項のとおりである c

( 1 )立木11l1 iはすべて昭和I 27 'f (1952) のものに険算してある

(2) 立木rr町の単価はすべて石当りとしてあるこ

(3) 立木和IÎそのものは，昭和 28 年 3 刀，著者実地に出援しp 営林搭員と同行して，土地(勿来町)

の有力なる業者を試験林に招き親しく現実の立木を前にして評価していただいたものである c また，特に昭

和 27 年下半期の相場をもちいたこ左は，当時業者の II:Jで最も記店、にwrしい材価を選んだことに理由があ

る c また，市場は勿手|三駅渡しとしてあるニ

さて以上のような事情のもとにp 調製した山元単価表を示すとそれは Table 8 のようて0' ;1;.)る c

今この表の内容について説明すると，同じ直径の立木でも， t立J令高きものは樹高が高かいから石当り単

価は樹令{尽きものよりは高値を示す理て、あるごかかる君、味を含めて，第 1 回間伐(昭和 4 年 11 月，林令
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(A)第 I 1'!II! i1第 21可11111伐当筑 3 ji!] lI\J伐当 (A)第 I iDJt; il 第 2 凶j，j ll記当i第 31 ' !l lIfJ伐当
日 I 'ì:;:当時 u寺 H寺 n (足当 lì守 li寺 I [i寺

〔ぷ1) (号 ??1114;i;l吋fJZ3吋 !?95)lh同 (qiTm;l;11RT(:34113imT714)l
一一一一_i C出::_1;- 29 1せ;令 4つ 林令土o (戸)喧~4t 勾 H、令戸 時令 5つ一

lサ|う円 19 サ 1 '3

一
利
一

一
)
広
一
人

m
川
副
↑
一

了
和
乙
一

A
一

7
m
乞
一
一
一L

一

1
5

一
2

一

c
y

一
F

一
白
「

/
、
午
〆
~
1
1
i

ふ
中
山4
1

1
%

一
ぬ

町
初
日
:
一

F
引
ι
桓

0
2
4
6
5
0
2
4
6
8
0
2
4
U

る
=

円J
3
J
U
3
4
4
4
4
4
5
5
5
5
J
6
6
6
0

ヒ
F

F
A
g
-
J

什
」

一

t

に
B
F

一

m
口
日
明
I

U

作

1

i
、
，
木
1
;

亡
、

y

y
h
M
1

んY

町
一

J
1
3
-

一
n
f

し
一

。

7
4
n

h
は
昭
ド

一
一
町
布
(
ノ

一
ハ
昭
伐


一
O
R

汁
一

北

9
A
川
:

h
e
I
W
相

官
・
b

官
U
U
1
J

一
宅

a
h
J

一

1
a

h
u
T

し
一
一
壬

g

p

i

 

n
 

一
叶

一
a

一
ι
L

一
一

一
円
、u

一
￡A

一

O
一epし

一
r

一

D
i

6-8 
10-18 
2つ -28

30-38 

(1 H当り)
10-18 
20-28 
3つ 38

-汁
(1 H当り)

6- 8 
1) ー 18

20-28 

3781  

(1 日当り")

T江ble 9. 

|径 D 紋|

6 ¥ 
8 J I 

円
V
つ
-
4
‘
〆
O
Q
U

I

l

l

-

-

ハU
内
ノ
臼A
坐
〆
h
u
n
o

内
ノ
ム
司
/
-
ハ
ノ

4
η
〆
炉
内
ノ
一
一

IfiJ ('ì:;木

主Q存木

niJ伐前 〈全林)
B ・ T 11 

出]伐木

筏存木 A.T  

l間伐前 (全林〉
B.T 

70) 

9)) 1 ，つ〕つ

1, 100 1, 2)) 

R 

10-18 
20-28 
30-38 

計
( 1 日当り)

10 ー 18

20-28 
30-33 
40-48 
すj'

(1 H当り〕
10ー 18

20-28 
30-38 
40-48 

計
(1 H当り 7

1 0.0288 
59 32.0530 
I 1 I 135.6588 
8 20.8872 

179 188.6328 

19 11.9880 
163 211.644 コ
34 87.084) 

216 310.716J 

l つ .0)88

78 44. つ46)

274 347.3028 
42 107.9712 

395 499.3488 

A.b. Jl 仏. F=O.3263 1/F=3.064G 

本政|材償 l 単f;IH 何 i各
n v A B 

円
6.4728 900 5, 875.520 

90. 466') 1 , 100 99 , 5 14 . 800 
12.0168 1, 310 15 , 742. 0:::18 
103.957612l ,C82.323 

(371 ， 069円)
38.7072 900 34, 836.480 

220.6512 1, 100 242, 716.320 
33.9516 1, 310 44 , 476.596 
4.1796 1, 600 6,687.360 

297.48961328, 716.756 
(1 ， 007 ， 385円)

45. 1800 90) 40 , 662.0:)) 
311.1192 1, 100 342, 23 1. 120 
45.9684 1, 310 60,218.604 
4. 1796 1, 60J 6 ,687.360 

4)6. 4472 4~~~79~.O_t!~ 
(1 ， 378 ， 454!弓)

900 I/}.)コ 1, 310 

1, J)) 
1 ， 6つコ

1, 30) 

708 
900 

1, 100 
1, 310 

90) 
1, 10) 
1, 310 

70') 
9UJ 

1, 10) 
1, 310 

。
ノ
l
t
J
R
U

ワ
J
7
4
R
U
I
n

ゾ
〆

O

只
υ
円
υ
1
5

7

8

6

7

1

A

6

7

4

2

4

 

ー
フ

-
7
F

へ
、
υ

1, 450 1 ， 60つ

1,80) 2 , 0)) 

2 , 0)) 2, 50) 

十行
B 

19 
20.160 

28 ， 852.2α) 
149 ,224.680 
27 , 362.232 

2つ5 ， 459.272
(577 ,772"]) 
10 ， 789.2つ0

232 ， 8つ3.40J
114 , 080.040 
357 , 677.610 

(1 , 0)5 ,825:9) 
20.160 

39 , 641.40 ::1 
382 ,033.080 
141 , 412.272 
563 , 136.912 

(1 , 583 , 5971"1) 



-100 

間伐木 R 

主主存木 A ・ T

林業試験場研究報告第 76 号

Table 9. A.c. 111 各. F=0.4483 ljF=2.2306 
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Table 9. C.c. 111 各 F=0.4483 1/F 二 2.2306
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30-38 
40-48 
50以上
計

(1 H当り〕

2

8

6

3

9

 

-
i

つ
4
1

・

R
d

。
，
1
A
Q
ノ
〆

O
K
d

f
o
a
u
-
-

句
/l

 

2 
27 
87 
102 
16 

234 

J. 6128 
32.4144 
102.6792 
83.3364 

220. つ428

18.5148 
258.0264 
605.5416 
160.0524 

1, 042.1352 

1.6128 
50.9292 

360.7056 
688.8780 
16つ .0524

1, 262.1780 

1, 100 
1, 308 
1, 600 
2 , 000 

1 ， 30つ
1, 600 
2 ， 0つ0
2 , 500 

1, 100 
1, 300 
1, 600 
2 ， OC ヲ
2 ，己0つ l

円
1, 774.08 

42 , 138.72 
164 , 286.72 
166 , 672.80 
374 , 872.32 
(836 ， 190'工ì)

24 , 609.24 
412 , 842.24 

1 ,2 1 1 , 083 . 20 
4仁 0 ， 13 J. 00

2 , 048 , 125.68 
(4 ， 568 ， 519円〕

1, 774.08 
66 , 207.96 

577 , 128.96 
1, 377 , 756.00 

400 , 13 J.OO 
2 , 422 , 998.00 

(5 ， 4つ4 ， 7391弓)

29)，第 2 凹間伐(昭和1 16 年 3 月，材:令 40) 当時のものの材和liを昭和1 27 年の相場で表わすように組み

立てたものである υ もちろんこれも笑地で菜者の意見を尊草して想定したものである υ

以上の i::主仰を資斜として，各日il伐施行当時の立木何絡を算出すると，それは Table 9. A. B. C. のよ

うになるのである j

なお，この淡の本数，材債の実政は T呂ble 1 のそれと l照合できるように ;fl~紋されている

WUt総以l1(i jlili+tの比較p 上掲の表によりま11 り得たる立木石当り単1111îを資料として， 各試験区の 1H 当

り総以磁11llî絡を算出してみることとなったがp これにはふたつの考え方がある。

その第-~villiJ伐木が立木11町をもって，そのお1:度子しれたと仮定し，その金員収入を運転せずして p てのま

ま箪笥の rl"にしまっておし、た場合であり，第二はその間伐収入を他の事業にまわして一定の利ギのもとに

運似した場合である'"

[-r， iHぇ収入を運伝せざる場合」 これを算出してみるとそれは Table 10 のようになる、

Table 10. J))Ut総収f並立木jjTI刊行 (1 H 当り〉

試 !lfrt 区 (P) 1 B 11 iム m 各

一開始当時の立木f… 11 ， 1929) , 31JJf侊I凬'i 
|可 |iLj l|弓

1, 583 , 597 I 1, 378 , 454 I 1, 400 , 247 

2 第 l 回間伐木昭.4.11 (192ヲ)林令 29 577 , 772 , 371 , 069! 455 ， 0コ l

3 第ヨ回間伐木 ag.16.3 (1941) 林令 40 698 , 029 372, 753 I 511 , 904 

4 I 第 3 回l国伐木昭・25 ・ 11 (1950) 林令 50 773 , 927 625 , 093 I 836 , 190 

4 , 526 , 876 3 , 979 , 953 I 4 ， 568 ， 54ヲ

6 総収穫価格 6 , 576 , 604 5 , 348 , 868 6 , 37 � , 644 

7 当初何婦に対する比率 4.15 3.88 4. 己5

8 I 11目位 2 U つ

備考: 1&丹伐収入を運転せざる場合
Table of total income of price, but the incomes of thinnings only sllmmed up as it is, not 
旦ccumlatedι，conomically. See Table 12. (Unit Yen) 
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しかし，その訟は大

(河EJl)

このよ‘によれば，何i台関係におし、て， !I[各最も有利であって， JT 仏最も不利である

したものではないヲ要するに各試験区とも，昭和 25 年(林令 50) の現在において，

(第 2 回〉スギ林間伐試験の成績

総収立木側絡は試

J淡開始当[I;'î' (昭和 4 年，林令 29) の rit-J 4 f白川j後となっているが，その日jJの蔵月はまる 21 年lliJである 3

また，材蹴関係において， 3 位であった IB が官[ij絡関係において 11 仏を抜L 、て 2 位に昇ったのは，径

1 1cÎ当り立木fliJíがつりトがる結果の表われである~&の大なるものはど，

il 1l 1伐収入を淫伝する場合J 11↑]↓ l己の jìIiり昭和 4 年 (1929，林令 29) 11 月に第 1 同間伐を施行してから

昭和 25 年 (1950，林令 50) 11 月に第 31叶間伐の施行まで，まる 21 ij三を経過している。また，昭和 16

そ年 (1941，林令 40) 3 月に第 2 但lIHJ伐を施行してから第 31叫JJ伐の施行まで 9 年余を経治している。

こで，このIi U ， liU伐ll~入を運伝したものと仮定し，その利半はどのくらいにみてよいb、というと，かりに

これを確実有利なる株式事業に投じたとすれは"r 30% くらいのものもあれば，いわゆる事業ド振の事業

に投ずれば，ほとんど o 9"S のものもある。そこで著者はこれを法定利率によることとし 5% としたの

である(民法第 404 条〉乙

まず間伐収入の昭和1 25 年 11 月当時の後側係数を求めてみるとつぎのようになる c

p=5% とし

1.0 p~l = 2. 7860 第 11 r lj J，' U伐収入の係数は

1. 0 pO = 1. 5513 第 2 ulllill!i:;ll il.入の係数は

これ等の係訟をもちいて後仰を算出してみると，つぎの Tabl巴 11 のようになる。

の{炎 1ilU

後古川[系叙
B 

ス収

入

イ』とTable 11. 11:11 

区収 Mi 

円
1 ， 60ヲ， 672

1,033 ,798 

1,267 ,632 

1, 082 ,852 

578 , 252 

794, 117 

C 
後

2.7860 

" 

1. 5513 

ゲ

A 

円
577 , 772 

371 , 069 

455 , 0:)1 

698 ,029 

372 , 753 

511 , 904 

lï食
P 

B

仏
久
口
B

仏
各

I
m
I
H

山

試

第 1lilJf1nfi(;

第 21引間伐 j

l死住総収陸z価絡 (1 H 当り〕

円 l
1, 583 , 597 

1, 609 , 672 

1, 082 , 852 

773 , 927 

4 , 526 , 876 

7, 993 , 327 

5.05 

2 

Table 12. 

1lf各

19 
1, 400,247 

1,267 , 632 

794 , 117 

836 , 190 

4, 568 , 549 

7, 466 , 488 

5.33 

当初j何絡

2 第 l 回間伐木

3 I 第 2 回間伐木

4 I 第 3 回間伐木

5 I 第 3 団関伐筏存木

6 I 総Wíl. DIT陥

7 I 当初価格;こ対する比率
8 I 11慎位

備考: Illl伐収入を運比えする場合
Table of total income of price, b日t the incom巴S of thinnings are accumlated under 5% of 
interest. (TJ口it Y邑n)

P (Plot) , 1 (Price at sta吋)， 2, 3, 4 (Price of tree五 removed by 1st, 2nd and 3rd thinning) , 
5 (Price of after of 3rd thinning) , 6 (Total income) , 7 (Ratio to the price of 1) , 8 (Order). 

Jl•1. 

!弓
1, 378 , 454 

1 ， 0己3 ， 798

578 , 252 

625 , 093 

3 , 979 , 953 

6 , 217 , 096 

4.51 

3 

B I 区j倹
P 

試I可O.
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る。

さらにこれ塁手の後仰をあてはめて前表 (Table 10) 同機の計算をすると Table 12 のような結呆にな

この表によっても，立木の 11町絡とし、う立場ヵ、ら比較すれば，いぜんとして!If.各最も有利であって， H 仏

最も不利である。しかし，その法はあまり格段のものではなし三者ともに，当初何絡(林令 29) を 1 とす

るとき林令 50 年当時の総収穫何絡はその約 5 倍前後という枢の外には出ていないのであるの

かくのごとく，材積比較の場合，側絡比較の場合をIlIJわず，常に 11[各すなわち各府間伐が最も有利で

あるという結呆は注目すべきことである。

これは:認するに，林分を立体的にJI'Zり吸う方がこれを平田i'JfJに取り .JJk うものより有利であることを示し

ているもののように思われる。 また，上層1H1伐 (n 仏〕が11町絡的にみて最も不利であるとし、う結果は，

材積成長の甚しく衰えたる立木を余り多く，かつ余り長く筏存せしむることの不利を示し‘亡いるのではな

いかと思う ν

間伐の方法が材積収穫と何絡収穫とに及ぼす影響の比較，以上各表の内容を資斜として，表題の比較を

してみようと忠うりすなわち，折数を 2 種に分かち，当初J数に対する指数を第 1 次指数(指 1 )とし，さ

らに第 1 次指数のうち 1B の指数を 1 ， 000 とおき，これに対する他の各区の第 1 þ~指数の指数を;Jとめて

みる。これを第 2 次指数(桁Jl)として，求めてみるとつぎの Table 13 のようになるのであるの

この表によると， 間伐方法を異にしたるために起った材積収穫の指数のひらきは 11% であるが，総

Table 13. 指数のひらき(林令 50)

一
尚 試験区

(P) 

第 l 次指数

第 2 次指数

第 2 汐~:t\1~のひらき

第 l 次指数

第 2 次指数

l 第 2 次指数のひらき

第 l 次指数

l 第ヌ次指数
第 2j欠指数のひらき

総収穫材積調係

日
民

連を入ヴ人HM1 
伐間

川
〆
t
t
、係関

J
格
令

市
川
叫m

t
川
小

U
4

障
る

収
ざ
総
せ

勺
ノ
ム

3 総収穫11l1í絡;対係(r，-lW<;収入を淫|返
する;場合〕

I J B I J1 1],. : ]I[ '�- I 指数のJ B I J1仏 1 III 各!ひらき
I (R) 

2.583: 2.6∞ 2.857 

100 101 111 

o + 1 + II 11 

4.15 , 3.88 4.5凸

l∞ 93 110 I 

o -7 +10' 17 

5.05 4. 5 1 5. 33 I 

100 u9 106 

0 ・ -11 十 6 ， 17 

Table 14. 指数のひらき(第 2 回間伐当時) (林令 40)

No. 試験区
(P) 

第 1 Pぺ指叡

第 2次指数

第 2j火指数のひらき

第 1 2欠指数

第 2j欠指数

第 2 次指数のひらき

第 12欠指数

i 第 2次指数

材積関係

価格関係(間収入を運転せず)

\
、
l

，
ノ

るす伝運を入寸人I
1
 

n
r
lー

〆
{
\係即

日
川

格価
q
u
 

第 2j火指数のひらき

指数の
1 B i J1 仏 1m 各|ひらき

林令40

1.753 

100 

0 

2.184 

10つ

0 

2.443 

100 

0 

1. 737 1. 849 I 

99 105 

-1 +5 

2.108 2.284 

97 105 

3 +5 

2.299 2.515 , 

94 . 103 I 

6 

B 

6 +3 9 
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収穫価格の指数のひらきは 17% であるご実地におL 、て Table 15. 林令に広ずる第 2 次指数の動き

材積が 1 割ちがうということはさして目に映じないかも 林令 40 i 林令 50 差

知れないが，仰絡において 1 割 7 分ちがうということは，

相当のI主立を1fT-ぶに{írt(する。すなわら， ~;l伐試験の結果

は，材積に刈してよりも，価絡に対して，むしろーJI~Jは

っきりしたものを示しているといえる。

材積関係

価絡関係|
A 

同 B I 

6'?ノ/。

も%

9% 

11 ~i 

179,6 

179,6 

5qノ'/� 

9% 

8% 

さらに進んで，か力、る傾向が林令の移りとともに，し、かなる勤きをもっているかを知らんとして3 以上

のような比較を第 2 回j;:J伐施行当時になおして比較してみることとすると

Table 13 を作製しずこのとほぼ同様の順序により第 2 回IHI伐施行 Ci不令 40) 当時の第li);指鉱および第

2 次指数を算出(算出炭省略)してみるとそれは Table 14 のようになるの

かくして第 2 次桁数は Table 15 のようになるのである

すなわち，この傾向は，現在のところ，林令とともに大きくなって行きつつあり，かつ常に佃!絡関係の方

にその影響が大である。表中 mrr*各関係 A は 1l\J伐収入を浬j屈せず， 1゙1 B はこれを運似する場合である。

c. 間伐施行，不施行の較利

本試験開始当時の一般的解釈は， 人工前栽の針葉樹林の皆伐喬林作業において， 伐期令が1'11当に高き

(概念的にし、えば 10Cl W前後)場合には，全然間伐を行わざることは，その行うものにJ七して， 総収穫

材積におし、て相当大なる泊耗を免れずということて、あったのである c また，かくのごとき解釈が常識が]の

ものとしてみられていたのである c

されば，本試験には無手入の標準区は設けてないのであるご

しかるに晩近に至り，たがし、に地位を同じくする林分にオ札、ては ， U8伐種の ~I~I可， Ii \Hi<:1\~皮の強弱の如何

にかかわらず，一歩進んでいえば，たとえ間伐を行わずとも， II~伐とし、う問題以外その他における林分の

あっかL 、が迎当に行われた主したならば， 1 単位面積上の総収穫量はほぼ一致すべきものであるという主

張が林学者の問tこ生じてきたのである。

しかして，本報f!?の前段各項においし記述してきた材積収箆の各表を通覧するに，伐1111を 80 年主し，

現在林令 50 の 3 林分に対し3 寺:埼式 B 種p 日( I B)，仏国式上層 (II 仏)および折衷式(河田式)各

層(1I[各)の 3 種の 1111伐を施行しp その第 3 四五\Hたまで，くりかえされたる今日， その材積収穫を比較

するに，その数字は一応:各層王℃畏も有利なるを示しているしかし々の指数は，これを泣制すれば，各試技

とも，大体当事IJ材績の 3 {i'f附近を示し，しかも p 林令高きに従い，その指数値を時々刻々同似たらんとし

て近づきつつある傾向を示しているのである(前配本数，材積の比較の項参照〕。

ここにおいてか，何等の検討もなしただ漠然と間伐をする万がp せざるより収穫量において有利なり

としてきた，従来の前提があやしくなってきたといわざるをえないのである J

されば，本項において，間伐施行，不施行の二者について，その利害を比較してみることとしたのである。

しかるに，前記したるがごとし矧実には間伐不施行区は設けてなし、 そこで，著者はつぎの建て前に

よって，この比較をしたので、あるじ

まず間伐不施行区なるものを想定したのである。それ故著者の想定，換言すれば見込みの立‘て方に甚し

き不合rrnの l，~があれば，以ドの比較は無Xj'、1*のものとなるのである。

つぎにおよそ林業の絞利は単に材日i収陸を比較したのみでは完全ではない。さらに進んで金負llRf1~の比
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il疫をするのでなければ工c味はないのである

以上のような事情から，本報告の読者は，本項の記事を読む!こ光きだち次ぎの点に留意せられんことを

切望する次第である

すなわち!間伐不施行[ぎに関するすべての数字は，全;"，I\11iむの上に立つものであるのしたがって，本

記事は便宜試験報告の一部としてあるが，これは実験{I白で、はない」ということである。

そこで比較上ゐの要項をlllJ述すると，

(1) 1日]伐施行区としては，仮に 1 B をとり，この I B に関するすべての実験値を使川することとし

7こc

(2) fiiJ伐不施行区としては，仮に IB に対し，試験開始以来日iI伐をしなかったものとの想定のもの

にp 本数材積をはじめとし，その他必要とする数字を誘導的に1;，[，'1\することとしたのである〕

(3) 間伐不施行区の平均.\1径の太りはp 昭和 4 年 (1929') 試験開始以来， 昭和 25 {ド (1950) まで

21 年間に当初J数の1. 5 11'1', 1.4 fおおよび1. 31音となったという 3 つの場合にわけで， その仙の数字を

誘導している c しかして，以上 3 つの仮定数を使IIJ したJ'!ll山は本文の rlコに説明しである。

間伐不施行区の想定

本数，これは当初本数(実放 395 本，面積 0.3556H) がそのまま 1 本も枯れずに生存しているものと

する。

直径3 直径のふ主りは1. B , 111 各，立仏の/1聞に小である (Table 22 参照)0

すなわち，試験開始以来，第 31Elliil伐の直前まで 21 1，Fliilにおける u'i径増大の指数は 1 B において1. 8

1乱 E各において 1. 7M， I[ 仏において1. 5 倍となっているのこれは JI 仏におし、て間伐のための本数減

少の率が最も低いことの影響であると認められるが，それでも H 仏の区における現在本数は当初]本数の

約 50% であるつされば全然川伐を施行せず，かつ 1 ;;lドも枯れてし、な L 、という前提に対し亡その l副主の指数

が1. 5 倍とすることは見慣りが.ì@大といわざるをえないF ふとこでこの1. 5 倍をありうる最大の数値と

いそれより漸次 0.1 つ守つ落して， 1. 5 倍， 1. 4 倍および1. 3 惜の 3 つの場合を想定したのであるヴ

直径の増大率を想う'Êし41Jたところで， 各直径陪が生れぞれ1. 5 (九1. 4 倍， 1. 3 倍と肥大したもの主

仮定し，つぎの Table 16 をつくったので、ある。

6 
8 
10 
12 
14 
16 
18 
20 
22 
24 
26 
28 
30 
32 
34 
36 
38 

7.8 
10.4 
13.0 
15.6 
18.2 
20.8 
23.4 
26.0 
28.6 
31.2 
33.8 
36.4 
39.0 
41.6 
44.2 
46.8 
49.4 

Table 16 直径の想定 (cm)

吋数 I DX1.4 I í'i\í~ i/& I 

8 8.4 8 
10 11.2 12 
14 11.0 14 
16 16.8 16 
18 19.6 20 
20 22.4 22 
24 75.7 26 
26 28.0 78 
28 30.8 30 
32 03.6 34 
34 36.4 36 
36 39.2 40 
40 42.0 42 
42 44.8 44 
44 47.6 48 
46 50.4 50 
50 53.2 54 

Dx 1.5 

9.0 
12.0 
15. 。

18.0 
つ1. 0

24.0 
27.0 
30.0 
33.0 
36.0 
39.0 
47.0 
15.0 
48.0 
51.0 
54.0 
57.0 

出j 約数
A 

0
2
6
8
2
4
8
0
4
6

つ

2
6
8
2
4
3

1
1
1
1
2
2
2
3
3
3
4
4
4
4
5
5
5
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各TI'i:径附別の平均樹高，別途;jtめたる IB の林令 50 年のときの開高曲線式

log (H- 1. 2) ニ 1.57132-7 . 02408/D 

(Table 29 , C および Fig.5 ， a 参照〕

により各直径階の平均高を想定するとそれは Table 17 のようになるのである r

-107 

この誘辺し得たる此径と樹高とから IriJ伐せざりし場合の材績を算出し，かっこれを径級別に石に検算し，

これに昭和 27 年の立木単f:llîを表じて，林令 50 年におけーるlIiJ fi(;不施行区の立木何械をえたのであるが，

その計算決を示すとそれは Table 18, A , B , C のようであるつ

この哀を見るに，ここに考えさせられることがある それは一般の実iE林分におし、ては，最多本数の直径

階を中心として上下数直径階の本数分布数が O になるということはないことである乙しかるに，この Table

Table 17. 間高[Il[線による直径陪別平均高 (m) 

D H 
料、Î n{:J 数

D H f目的数
A A 

30 22.94 23 
B 6.14 6 32 23.68 24 

34 24.41 24 

10 8.59 9 
36 21.98 25 

12 10.88 11 
38 25. 凸5 26 

14 12.94 13 10 26.07 26 
16 14.76 15 42 26.55 27 
18 16.37 16 44 27.00 27 

46 27.42 27 

20 17.77 18 
48 27.81 28 

22 19.07 19 50 28.17 28 
24 20.20 20 52 28.51 29 
26 21.21 21 54 28.82 29 
28 22.11 ?? 56 29.12 29 

58 29.4つ 29 

Table 18. 間伐不施行区の材積， ff!lî怜 A. D'=Dx 1. 3 の場合

[DX14mlFAj数I吋H 
I 1去がえ別 平i J442E| 単 11l!i 何絡v n nv 材積

三 nv
ヱ nvx3.6 p P 

1 rJ 1'3 
6 7.8 

81610M  
0.016[ 0.0576 , 1, 000 57.60 

日 10.1 10 I 9 I 0.037 
10 13.0 14 ' 13 0.103 
12 15.6 16 4 0.616 
14 18.::> 18 16 [ 0.206 11 2.::>661 2.882 10.3752 1, 10:) 11 , 412.72 

16 20.8 20 18 r 0.284 21 5.964 
18 23.4 24 20 , 0.447 42 18.774 
20 26.0 26 21 0.545 70 38.150 
22 28.6 28 22 0.660 67 44. 2,20. 107. 108 385.5888 1, 300 501 , 265.44 

24 31.2 32 24 0.928 66 61. 248 
26 33.8 34 24 1.039 39 40.521 
28 36.4 36 25 1.209 32 38.688 140.457 505.6452 1, 60:) , 809 , 032.32 

30 39.0 40 1.536 18 27.648 
32 41.6 42 1 ,751 16 28.016 
34 44.2 44 1. 913 4 7.652 
36 46.8 46 2.078 3 6.234 69.550 250.380つ 2, 00::'> r 500, 760.00 

38 49.4 50 2.523 2.523 2.523 10.0828 2 , 500 25 , 207.00 

計- 395 322.536: 32::> .536, 1. 162. 1296 ' 1, 847 , 735.08 

1H 当り 322 , 536 x 2.8121 = 907m3003 , 4856 
1H 当り 1， 847 ， 735円08 x 2.8121 =5 , 196 ， 015円 508 ， 468

備考:係数 2.8121 [工面積 0.355611 の逆数
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18 による本数分布にはそれがでてくるのである 例えば， A 表においては 22cm， 38cm の 2 直径階，

B 表においては 24 cm, 32 cm, 38 cm の 3 直径階， C 表においては 26 cm, 32 cm, 38 cm の 3 直径階

には 1 本も木がないということになるのであるが，かかることは著者が既往約 40 年の林業生活中ほとんど

経験したことはない(もっとも本数が非常にすくないときは別であるが)のである この点からみても，

想定の数値というものは，どうしても，或る程度実態を掴みそこねているものであると思わざるをえない



るっさらに1. 3 と見た場合はp 不施行の方，施行に比し，材:僚におし、ても，伽絡においても 3 ともに不利

「本試主主の現在(林令 50 年〉結果の示す組問 l'すにおいては，間伐するとせざるとの 2 つの場合を絞利

-109 ー

ともに実験値でないから，そのし、ずれを正しとするわけにも L 、かないが，この結a~か

TlíJ渇したるがごとく，貰径の増大指数を1. 5 (台とみることは治大であるから，これは別とし，仙の 2 つ

いてこそ不施行の方がすこし有利であるが価格においては 1H につき約 1 ， 5ClO ， OOD 円の損をきたしてし、

するに2 総収穫価格において，間伐する方確に有利なるも，総収穫.材積においては両者の聞に大差なきも

N0 ! !川川川総制制11叩l
m子3 1 円1弓1 

l川111川問1行問[打j伐施行 『川!リlイ伐え比‘収入を運伝せず 1 1υ， 0∞07.44但2 1 6 ， 57九6 ， 6ω04

2 間伐施行 間伐収入をj運室伝する(句p=5%) 1じ， 0∞D♂7.44位2. 7入， 99幻3 ， 3幻27

3 .問伐不施仔 D'=Dx川1.3 90ω7.C∞Dω3! 5丸， 196 ， 01凶6 

4 間間l伐不施行 D' 士Dx し 4 1じ， 06ω8.744. 6, 495 , 483 

5 間伐不施行 D' 二 Dx 1.5 1, 296.131 i 山川7

Table of comparison of total yield by volume and price between 
unthinned stand and thinneゴ stand. (Unit cub. m , Yen) 

V (Volume) , P (Price) , 1 (Stand of thinning normally performed , 
but the gold iricome of removed tree3 not accumlated) , 2 (Stand 
of thinning normally performed, and the gold income of removed 
trees accumlated under 5% of inter白t) ， 3 (Unthinned stand, under 
the case of incre且se of D' = D x 1.3) , 4 (Same case but D' = D x 
1.4) , 5 (Same case but D'=DX1.5). 

l 回刈，若干の蔓切，除伐を含む

向上

若干の下刈を含む

同上

若千の哀切，除伐を含む

残存木数乙 70つ l 人!日 100 木
(多少の萎切，除伐をともなう

l 人 l 日 50本

考

l 人 1 日 150 本
2 回刈， 1 人 l 日 O.IH

F 

間伐施行，不施行の比較

若干の地採を含む

備

(河出〉

僚り

(1:1高 2 [1m 

見林費の

|九1JTIÎ 1 経 E 費
|弓

3 , 750 
15 , 000 
5 , 000 
5, 000 

28 , 750 

3 , 000 
1, 500 
5 , 000 

9 , 50:) 

2 , 50J 

2, 50:) 

3 , 750 

3 ,750 

2 , 500 

6, 750 

13 , 50J 

ことに価絡において，その差が起しいのである。

Table 19. 

スギ林間伐試験の成績

円

250 
5 

250 
250 

5 
250 
250 

250 

250 

250 

250 

250 

250 

250 

らつぎのような推l析を下すことはできると恩上

1J..:! Table 20. 

数量
C 

15人
3 ， 000本

20人
20人

600本
6人
20人

10人

10人

15人

15人

10人

27人

54人

一
一
刈
刈
伐
伐
り
ち
ち

ょ
目
一
除
余
え

一

B

一
直
直
じ
川
口
打
打

重
一

1
1

奴
t
v

宅
新
地
苗
地
下
補
苗
楠
下
下
下
蔓
蔓
捨
校
校

次
L
O

一ιい
い
一

o

l

 

N
 

木
付
刈

掠
木
付
刈

総収穫材債と，総収穫価格

数を1. 5としたる場合は，材

ても，間t.i(;不施行の方が若

千有利であるが，これを1. 4

そこで，間伐施行区と不

すなわち， LI1径の増大桁

と見たる;場合は，材積にお

それは

Table 19 のような結果を

積においても，価格におい

施行区とについて，既往の

示すこととなるのである。

の場合はp それが，

とを比較すると，

計-
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Table 21. 

種目
A 

縦 't~
B 

j27休刊の後何 (j本令 50) 合計

川 l 後何係数 | 同店 ト 後 f同
C D1毛 F

円
11.6474 334 , 86?750 

10.9213 103 , 752.350 

10.4013 26 ， 003. つ50

9.9060 24 ， 765.0é コ

9ω35， 378.625 

8.5572 32 ， 089.50つ

7.3920 18.480.000 

5.7918 39 ， 0 ヲ 4.650

4.5380 61 , 263.000 

675 , 689.125 

円
1 I 新植 28 ， 750

2 補 1随 9 ， 500

3 i 下刈 2， 5∞

4 I グ 2 ， 5∞
5 I 直切除伐 3 ， 750

6 I '/ 3 , 750 

7 I 捨て伐り 2， 5∞

8 I 波打ち 6 ， 750

9 1"  13 , 500 

10 合計 73.5∞

Table of approximately total cost of plar社社ion. (Unit Yen 
A (Articles) , B (Cost) , C (Ages) , D (Coefficient of accumlated value) , E (Real No. of 

D) , F (Accumlated value) , 1 (New plantation) , 2 (After cultur巴)， 3 (Weeding) , 5 (Removing 
of climbers and bushes) , 7 (Thinning performed before the 1st normal thin口ing usually 
including the remove of climbers, invading bushes and sometimes trees planted r.lmost 
died) , 8 (Clearing) , 10 (Total cost). 

0

1

2

3

4

6

9

4

9

 l
l

 

1. 0p別

1.0p'叩

1.0 p.j8 

1.0 p ,j7 

1. 0p叫

1. 0p叫

1.0pH 

1. 0p日

1.0 p� 

ののようである」とハ

J立林J貨の問収関係，この機会を手I])lJ して，表題の関係を， 1m伐施仔と不施íl'とに結びつけて検討してみ

ることとする

まず造材・15の想定であるが，それはつギのように考えたのである、

iiii林事業の進め方は，これを想定して Table20 のごとくし，これを全川林令 50 年の後何に直してみる

とてれは Table 21 のようになるのである n ただし，林令 50 年は第 3 回HJHx:の施行-当時， p=5% と見

たのであるく

また，すべての単何は昭和 27 ， 28 両年度を中心とし大休地元の中11場によったものである。

これによると，造林費の後何合計は， 675 ， 689 円となるのである。し虫、して， IHJti(;剤、施行の場合には，造

林授は11;矧まで回収されることはないが， nr/伐施行の場合には前惜のごとく林令 29 {I'. (RH荊14 年〉の当時

すでにInJ{x:収スが kるのである O そこでこの 675 ， 689 円を林令 29 年当 il:!j，すなわち林令 50 年当時より

21 什'，"iJiÎの DîHillîになおすと，どうなる方‘というと，

1(1. 0 p21 = 0.3589 となり

675 ， 689 円 xO. 3589= 242 ， 504 円 7821 であるけ

しかるに，第 1 国間伐収スは 577 ， 772 円 (Table 10 参照〕であるから，現在より 21 年前第 1 回間伐の

当時すでにその全額を回収しえたるのみならず，なお 577 ， 772 円 242 ， 504 ニ 335 ， 268 の痩余収入を生じ

たわけである。

それは，造林費の回収が非常に早〈行われうるとし、ぅ;意味においても p 間伐を施行することは，施行ざ

せるよりも主主に有利であるといえるのである

立木の形質に関する考察，われわれは， IMl伐の施行にともない，その郎度枝打ち，基切り，或る場合は

小許の除伐等を並び行なって，林分をこの上ともよくしようとすることは，われわれが日常p 常識的に行

ないつつあることであるから，その実況をまぶたに描き，間伎を施行するごとに後存木にみがきがかかるこ
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とも想像できるのである

しかし，納付けたきり全然11:1伐を施 fTせずして， ，藍切りはとに力、くとしで，了~.:~zな枝打ちゃl添伐をのみ

焔行してゆく作業というものが，それが珍しいやりかたであるから，その実況を想像することが，まこと

にむづかしいと忠う l

すなわち，すでに!日|伐を施行せずという níjj){のもとに，かかる取り抜L 、を!受けたる林分11~の立木は，勢

い， 1m伐をTrJi!に施行しつつある休分内の立木に比して，その形質がドイ立のものであるべきは想像にかた

くないのである 寸なわち，施行，不施行内のïï'l:径紋別立木学Íiiiiを同ーとみていることにすでに不施行区

内の立木目Ili格に相当大きな割り惜しの見積をしていることになるのである。

以上を総括して， íl\1 伐施行，不施行の比'!攻について結論を下すと，

(1) Iì\l伐を施 1子することによって，村積以スと L 、う立場から充分有利なる結)j~を期待することはでき

ない。

(2) !rnfi{;を施行することによって，金負収入の立場均、ら，充分有利なる結呆を期待することはできる

ことであるの

(3) 1[\1伐を施行することによって，造林裂の回以を早からしめることは鴎にできることである。

(4) I!\J伐を施行するような休分、の取り」恥、の方がp 施行せざるようなものに比して，林分内の立木の

形質を高かめうることは趨勢として考えうることである

以上 4 つの視点、から見て， i1 \J 伐を施行することは施行せざる場合に比較して，確に林業i'I'~に有利である

と m断しうるのである、

なお，不施行区の立木は当初jにJヒして 1 -1ιも減少していない不施行区内の立木の形質は施IT区内のそれ

と同一であるという 2 点におし、て，本羽~-~_'fの i七段は充分イミ施行区の方へ有利な割増しをしてあることをjù

泊しておく

D. 直径，樹高の比較

a. 平均m:径

本試験開始以三I~筑 31 ， ïjl:\j( i(; ~:II~j までの休分平均山径の先進を表示してなると，それは F山le 22 のよう

Table 22. 平均u'JJ子のIのき (単位 cm)

試験区 (P) 1 B JI 仏 111 各

1 I 当初]数，村:令 29 (昭 .4.11 ， 1929) 

2 I t第 1 rOW¥! (i(木

3 I 同上筏存木
4 1 第 2 回rmttnu， 林令 40 (昭 .16.3 ， 1941) 

5 1 第 2 国間伐木
6 I 同上残存木

7 I 第 3 回間伐前，林令 50 (昭 .25. 1 1, 1951) 

8 I 第 3 回間伐木
9 ，同」二銭存木

10 1 /1慎位

l 実数 l 折安c 実'2&'指数 l 実数 l 指数
A B A B A B 

::22.79 I 1.000: 22.39 I 1.00ヨ 22.87 1.000 

20.79 0.912: 23.93! 1. 069 , 22.84 0.999 

24.3己 1.068 22.22 I 0.992 I 22.89 1.001 

32.17 1. 412 , 27.88 i 1.245 30.10 1.316 

28.60 1.255 26.45 I i. 181 27.08 1. 184 

33.99 1.491 28. ! 7 I 1. 258 31.09 ! .359 

42.11 l 間 I 33.70: 1 坊 38.11 1.666 

37.56 l 叫山 115∞ 31 円 1.395 

43.42 1. 905 , 33. 7 1 1 1. 506 I 40. 21 1. 758 

3 フ

Table of increasing course of m白口 diameter. (Unit cm) 
P (Plot) , A (Real No.) , A (Index No.) , 1 (m. D at sta此)， 4, 7 (m. D of before thinning) , 

2, 5, 8 (m. D of removed tr巴巴s) ， 3 , 6 , 9 (m. D of aft邑r thinniロg) ， 10 (Order). 
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Table 23. 平均川高の動き (単位 m)

| 試験区間 1 B 1 JI 仏 111 各
No. I ーl 一一!実数7 指示「実一数 1 指数実主主 1 t言薮

A B A B A B 

11 当初]樹高，林令.29 (Ri). 4.11 , 19.29) 16..29 1.000 16.00 1.000 16.43 1. 0ヨ0

21 第 1 lîllf日I伐木 15.94 1 0.979 16.93' 1.058 17.28 1.052 

31 同服存木 16.57 ~ 1.017 15.70! 0.981 i 16.05 I 0.977 

41 第 21町 lii j{i(:T'IÍJ，林令 40 cnß.16.3, 1941) : 21 ・ 64 I 

5 I 務 21innilüt木 2 1. 15 

61 同上筏存木 1 21.891 

7 1 筑 3 r可間伐前，林令 50 (昨江 11 ， 1951): 26.33 1 

81 m311ïf1lil伐木 I 24.75 I 

9 I 同上役存木 26.78 ' 

10 I )1限伶

1.328 i 20. 19 1 .262 I 21 .2.2 I 1 .292 

1.298 I 20.41 1.276 20.84 1.268 

1.344 20.14 

1.616 1 24.02 

1.259 21.34 1.299 

1.501 26.09 1.588 

1.519 23.87; 1. 491 24.61 1.498 

1 .645 I 24.05 1.503 .26.58 1.618 

l つつu >

Table showing the increasing course of meall height. (Unit m) 
P (Plot) , A (Real No.) , B (Index No.) , 1 (Mean h. at start) , 2, 5, 8 (111. h. of removed 

trees) , 3, 6, 9 (m. h. of after thinning) , 4, 7 (m. h. of before thinni暗)， 10 (Ord巴r).

になるのであるl

この 'F古来によれば，本数減少のはげしい休分ほど直径成長がはやいということ以外，別に意味はないよ

うである υ

b. 平均樹高

Table 22 に准じて，樹高iこ関する友をつくってみると Table 23 のようであるコ

すなわち，この表によれば，樹高は 1 B ，]1I各， 11 仏のj阪に{尽くなっている η これは T B に比し， JTiムや

nr各等各区の r1'には，小径木が比絞，'1句に多く筏っている jそれ等のものの高さは大径のもののそれよりも低

いのを活とするりしたがって，その影約一を受けて， ll 仏や川各の各区の休分平均高が低くくなるのである l

以上平均l直径，庁、均1M高を種々のiíJ!点カ‘ら対比してみるにつぎの説明をすることができる

H 仏は勿論のこと， Ilf 各もなおこれを J B に比較すれば多分に上h~;'í !llI伐の傾向を，出びていること

は，その 111)伐形式の本'1;[上考えらるることである。しかし‘て元来普通:nJfj(;の場合には，平均直径，平均樹高

ともに，筏存木においてその裁イifi最も大に， 1日j伐木において最も /J、であるのが普通でもあり F i治泡言乞"渦1

とでもある、これに反し上府間伐においては，第 11fr 11; 1J伐の当時はこの傾向がj並になり， 111]伐木においてそ

の数値最大を示し，企業存木においてその数値最小を示すを?古とするつ

しかるに，今ここに示されたる 2 表を検するに，平均直径においては，第 1 Qllli lJ ft当時のみ1:-.掲の傾向を

示し，第 2 回間伐以後は，大休普通間{j(;同様，常に筏存木の直径が最大値を示している与しかし，平均値J高に

おいては，この傾向が第 2 団関伐当時まで続いているつしかも，lU各においては，この傾向は 1 B , n 仏

二者の中聞を示し，第 1 回間伐においてはp 間伐木の直径， 樹高が最大値を示しているが， 第 2 回以後

は，普通間伐と同様の結果を示している。

つぎに今範囲を針葉樹の一斉同令林にかぎると，既往において，著者が測定せる林分は無慮数十(最もそ

の中には林令を異にして，同ーの林分を 2 回以上測定したものも含まれているが〕に及ぶが，いかなる林

分といえども，直径階が小になるほどその平均高が低くなり，樹高階が低くなるほどその平均宣径が小とな

る傾向あることは，例外がないといってよいのである それ故，この 2 表において，常に IB の平均高

がp 絶対的にも指数的にも他の 2 区に上として高いことは， 要するに IB の試験区において， その本
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数減少が最も甚だしししたがって桟存木にはめ‘径の大なるものが」ヒ較的多いことの 1m擦の表われである

と解釈すべきものである c

E. 林分材積成長の比較

成長量は平均成長，短期平均成長量，主材:木平均成長量の 3 つの場合にわ:ナて比較することこしたc し

かして成長とし、う意味におし、て，単木材債の比較をもすることとしたのである

まず術語を説明すると，まず平均成長量とはw{;住総収限付積を林令で除したものである 短期平均成長

量とは前同の IIn伐残存木の材僚と次ぎの|汀|の 11日伐前材積との差をそのnJJの II rJ lJ3r年数で|役したものであるc

第 3 の主体木平均成長量とは， nÎJ問の i liJ f交互~存材積と今回の筏存村積との差をその問のlIil断年数で除した

ものである

以上の解釈に従って，平均成長を算出してみると，それ(土 Table 24 のようになり，短期平均成長量を

算出してみるとそれは Table 25 のようになり，主{本木平均成1長量を算出してみるとそれは Table26 の

ようになるのである

この 3 表の内容を検討してみると， 平均成長量におL 、ては， IH 各， JI 仏， J B の順位を示している

が，その指数の差は格段のものでなくいずれも，当初]数の1. 5 f昔前後である~また，短期平均成長景も川各，

][仏， T ß の 11間立を示して L 、るが， JI 仏と 1 B との指数の差は 0.10 に対し川各の指数Ò)み他の二

者よりも， 0.50 前後の差を示していることは注H に値する c さらに主林木平均成長量もまた 111 各， J\仏，

r B の順位を示しているが， TI 仏と 1B の指数の間には大差はないが，\1[各の指数のみが他の二者の

それに比して，やや大なるひらきをみせているコ

これを要ーするに成長量に関しては，いかなる方面よりみても1\[各常に優位を示していることは確に注

目すべきことであるc

Tabl巴 24. 平均成長量の比較 (1 H 当り)

試験区 (P) 1B JI 仏I\f 各
No. 

「有-'l1'i i←m ij&，一玩一一面-ïl\訂正一有-F青瓦
A B A B A B 

m3 111:1 m3 

当初]材積 390.060 ' 345.999 350.862 
L 11 13.4511  1.93 

1. つコ
12.10 

2 林令 29 の年平均成長量 (石)48.420: しの , (石)42.943 (石)43.560
1.')) 

3 第 I [1"lliJ伐材積 147.348 ; 92.753 113.758 

4 第 2[1111111伐前材積 536.289 1 503.2ヲ! 534.841 

5 計，林令 40 の総成長量 683.637 6つ 1.044 618.602 ' 

林令 40 の年平均成長長 i「 (石)6117.5.2394 1. 23 
15.03 16.2ヲ

6 
(石)54.103 1. 26 ! (石)58.644 ' 1. 34 

7 第 1 国間伐材債 147.348 92.753 113.753 

8 第 2 回間伐材霞 140.925 79.103 106.638 

9 第 3 回間伐前材積 719.169 727.710 782.059 

10 I 計，林令 50 の総成長量 1, 007.442 899.566 1 ， 0つ2.455

11 I 林令 50 の年平均成長量 if J(石〕7220.叩.15 17.99 
1.5J (石)64.764

52コ.05
1." I (石)72.180 1.66 

12 I )@f 位 η ο 2 

Table of mean annual increment of volume. (unit cub. m) 

P (Plot) , A (Volum巴)， B (Index No.) , 2, 6 , 11 (M己an annual iucreme口t) ， 3, 7 (V. of 
removed trees at 1st thinning) , 8 (V. of removed tre告さ at 2nd thinning) , 4, 9 (V. of befor邑
thinning) , 5, 10 (V. of total yield) , 6, 11 (V. of mean annual inc了。meロt) ， 12 (Order) , 1 (V. 
at start). 
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Table 25. 短!明平均成長量の比'1:交 (l H 当り〉

林業試験場研究報行妨 76 号

| 試験区 (P) IB JI 仏 111 各
No. ,- ---------------

| ね 債| 指数 l 材 脂|桁数材 積|指数
A I B A I B A 'B  

m:Jロ13

390.060 315.999 350.862' 
( 13.45'AA 11.93'AA 12.10' 1.00 /~， ，;，'，:，~::: 1.00 /~.， ，~~~:::: 1.00 l (石 )48.4201 ," vv. (石)42 ， 948 '" VV  (干i)43 ， 560，

242 , 172; 253 , 246 237. 1041 

当初Hオ T'l'l

2 I ~~;令 29 の平均成長景

3 I 第 1 I D]/i ij{主役存材積

4 I 第 2 [ll[ I: \j伐|川オ積(林令 4))

5 i 11"ド 1mの成長量

6 I ti7.!日平均成長丑
7 i 第 2 [DI /i iH主役存;t，J積

8 I 第 3 ![1 I I1i1{i((iíj材むを (j;{;令 5つ)

9 I 10 イド UijOì [i\(長歪

10 短期平均成長室

11 I 1I1i! イす

536 ,289 , 508.291 534.844 

293.577 255 , 045 297.740 
i (26.69l23.1927.07  

(石796.CB41.98 t石川3.4841.94 (有 )97'.452' 2 ,24 
395.364 429.188 428.206 
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Tabl己 or periodic increment of volume. (Unit cub. 口1)

P (Plot) , A (V.) , B (Index No,), 1 (V, at start) , 2 (!V冾an an口ual increment at st丘rt) ， 3, 
7 (V. of after thinning) , 4 , 8 (V. 0;' before thinni口g) ， fi , 9 (Periodic increment) , 6 , 10 (Mean 
annual j 口crement) ， 11 (Order). 

Table 26. 主体木成長景の」七{佼 (l H 当り)

| 試験区 (P) rB Jlíム 111 各
No , I 一一

材債|指数:材積指奴材積|指数
A B A B A B 

m3 ' m3 , m3 

当初l:Þl杭 390.060 I 345.999 I 350.862 
I -'_'./, AA _C,-' " _'-. ,-, _ ( 13.45 i ^^  11.93 

2 I ~1 令 29 のエドι以長量 l (tî)札Co i l.00 (石)42.叩 I 1 ・ 00 (石)4:Ù6Õ 1 ∞ 
3 第 1 111l 1 ，'1j{~;!iJ;;存村債 242.712 I 253.246 I 237.104 

4 I 第 2 [11 111加とtl:存材積 395.364 

5 11 1FlliIの主林木成長量

作'F;[:')!!~長i?t6

7
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Table of periodic increment of volllm巴 of domin旦nt stan�. (Unit cllb. m) 
P (Plot) , A (Volume) , B (Index No ,), 1 (V. at start) , 3, 4, 7, 8 (V. ()f after thinning) , 

2 (Mean annual increment at start) , 5, 9 (V. of increme凶 dllring each period) , 6, 10 (Mean 
annllal increment of V.) , 11 (Order). 

しかして，これらの数字は皆単木材積の成長率の影響を受くべきものであるから，試験各区がすでにほ

ぼ伐期本数に達している現庄では，上記のJIß~f立が今後L 、かに動くかは，全く予断をゆるさないと思う。

なお，参考としてp 単木材積の成長を検討してみるとそれは Table 27 のようである。

この表によると， J B におし、て増大率最も大であって，当初蕗Lの約 5.5 倍であるこしかして順位は I

B, lIr各，1I仏の}I日を示している(すなわち，総材積成長在全く反対の傾向を示している されば，以

上 4 表の内容をにらみ合わさなければ，将来続:材債成長最大の区がどれになるかは軽々予断できないと思

う。また，同時に前項にて詳記したるがごとしこれ等 3 区のおのおのの経材積成長が当枚数に対する指

数はたがし、に甚だ近き値を示すようになるかも知れないのである。
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Table 27. 単木村積の比較

( 試験区 (P) I B 
No. ーーー←ー← l 

|材償 mi<'\l
A B 

m3 

当初J材積 390.060 

2 本数(林令 29)

3 I 1 本当り材積
4 I 第 2 日nIJfi(;j'j~*寸積(材、令 40)

5 本数

6 1 1 本当り材積

第 31"Wlj(注目l村民 (j~;令 5つ)

8 I ";1;;数

9 1 l'本当り材積

10 1，第 31司 IJfi伐筏存村債

11 1 本数

12 I 1 木当り村積

13 I 1I[(j 1立
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に
υ

マ
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4002 

Jf仏 IIf 各

村 債|指数 j寸 tll ， J \1数
A I B A B 

In3 111:'1 

350.862 

1.012 

0.347 1. 000 

534.844 

691 

0.775 2.233 

782.059 

345.9ヲ9

1. 057 

つ .327 1. 0')羽

5D3.291 

793 

0.641 1.960 

727.710 

655 , 521 

1.789 5.097 1 ・ 111 2.3981 1.501 4.326 

599.419 622.380 615.718 

313 I 554 390 

[ I (石〉6Js;;: い 4'-'6 (石)ふ;23 吋(石)5Jb:?;14772
1 3 i 2 

Table of compairing volllme5 of single pole. 
P (Plot) , A (Volul1l巳)， B (Index No.) , 1, 4, 7 (V. of b己fore thinロing) ， 10 (V. of aﾍter 

thin口ing) ， 2, 5 , 8 , 11 (No. of trees) , 3, 6, 9, 12 (V. ()f single pole) , 13 (Order) , (lJnit cllb. m). 

なお，ここで 11 1)伐 IHI断年数の関係をはっきりしておくと氏ぎのとおりである

本林地の h削、止l 土 11fJìtì 33 年 (1900) であるつし力、して第 1 同!日](1(:(土昭和 4 年 (1929，林令 29) 11 月，第

2 白Jl l l1伐・は昭和 16 年(1941.林令 40) 3 月， 第 3 回iiiJf.i<;:土昭和 25 Sjミ (1950，林令 50) 11 月に施行

されたのである v

されば，そのi判断年数を調べてみると，

第 1 1 ' 11[日 lfたから第 2 rr.n間伐の IHlに 11 年

第 2 凹間fたから第 3 回間伐の 1111に 10 年

となるのである

F. 林分構成の比較

a. 林*の比較

ここにし、ぅ林分出IÁ というのは，直径陪別本数に関係せしめたる林分j:，'liIえということである。

今合IIIH i(;施 11'時における l在任陥別本数と，その rl:'の最高木数を 100 とおいた 換算数字とを局げると

Table 28. A , B , C のようになるので、あるヮまた，これを図形tこ表わすと Fig.4. のようになるのである

これら表と図形主を検討してみると，種々の傾向を指摘できるようであるェ

( 1) まず全材、木の曲線に対して， fitl伐木の出i線をみると， 1 B においては，その曲線が泡に図の左方，

すなわち，直径踏のノj、なる方に近接しているが， TI 仏や TII 各においては， その{市街する傾向が異なっ

ていて p 大体に中央または右方に偏して表わされている=しかも， なおこれを仔細に観察すると， 11 仏

においては， 図の左側には間伐の曲線はほとんど高さを示していないが， IU 各においては多少の本数を

示しているのであるコこの点が上層間伐と各層間伐の本質拍の差を示してし、るとみることができる。

(2) 各試験区とも，林令若き時代は大体に単層林(著者のいう一階林〕の型を示しているが，林令高

きに従い，海l次複層林〔著者のいう多1習林〉の型に推移している二これは恩師寺崎博士が夙に指摘された
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~ト-0 After thinning 

(Kawada , M. , Ag. D.) 
Fig. 4 

mA与

D 

40 60 cm 

ことであって，そのことのあやまっていないことを，木試験林分も立高i しているのである〔

( 3) ところで，著者を驚かしたことは，著者は試験開始の当時より，第 3 間間伐施行当時まで， 3 凹

にわたり，約 20 午間 IB に対しては普通間伐を， JI 仏に刻してはートー層吊税反・を， m 各に刻しては， 著

者の考えている各肘間伐を施行してきたにもかかわらず，林分梢成の形は間伐形式のいかんによらず，林令

の高まるにともない多層林の形に強引に抱し修ってしまったことであるコしヵ、して，ここに興味あること

は，最初J多国材:の形を呈したのは Il 仏(上回)であって， JIL 各(各回)， 1 B (寺崎式 B) と順次多国

林形を呈してきたことである J

かかるm象を呈する根本の原因は 2 つあるようである。その 1 は，主lí層林(著者の 1 階林〉が老令に及
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二 l lfl 
コ l ム
11 i 15.8 i 
21 I 30.0 I 
12 I 60.0 I 

100.0 i 

95.8 I 

91.3 1 
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15.7 I 

18! 25.7 , 

16 I 22.9 

(4157  :1 I 1.3 
1 I 1. 4 

i 
395

1 1 

備考: 9i は最高本数にえ~'する fb
TablE' of compairing stand'composition relating to the distribution of diameter. 

A (1st thinning) , B (2nd thinning) , C (3rd thi <l11 ing) , P CPlot) , N (R但1 No.) , % (% for the heigheコt No.)，最高木政 (The heighest No.) , 
(Unit m)，林令 (Age of stand) , T (Total , i. e. , before thinni 口g) ， X (Tree弓 removed) ， 0 (After thinning). 

。ょ, V 

(林令 29)A. 第 1 同間伐(昭.4.11 ， 1929) 林分構成の比較Table 28. 
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んて牧)<，'''i林(著者のし、う多階，多国林)に推診することは，樹木Htî生が 1 (同の 1it(物社会としてもつ，本能

的本質であるということである。

その 2 は， liU伐が進んで，木数が減少するに従い，各直径階ごとの本数が減少する ι したがって似端な場合

として，その直径階に属する本数が 1 本し力、ないというようなことを生じやすくなる。その結果として人の

日に映じたる，林分の形相 (Physiognomy) は l 陪林であっても，本数分配の曲線， .tなわち林型曲線l土多

階**のように見える場合を生じやすくなるということである。著者は今のところ，この現象に対してはこ

れ以上はっきりとした;説明をもっていない!

b. 樹高山線の比較

樹高曲線を描L 、て， 地位を比較せんとする主張および第 1 回1m伐前(昭和 4 年， 1929，林令 29) の 3

本の刷局山総の重なり合う状滋により，この 3試験区の地位が大体に於L、て同じであることを，このw皮

において満足すべきものであることは前芯のとおりである (3. 各試験区の地位の比較 Fig.6 ， group 1 

参照)。

しかし，その後材令の高きに従い，また間伐の進むにともない，この曲線の相互関係が，いかに愛遷する

か等の問題を含めて，間前rlll線全般の研究について， ~4s::rfiにおいて，報行しようと思う

まず第一に，各試験区につき，各回間伐施行前の樹高曲線を求めて見るとつぎの Table 29 , A , B, C 

のようになるのでゐる I

この表を見るにJ[仏の第 2 問1m伐前のものが

log (H-1.2) =10呂 a+b log D 

すなわち，拠物線を示しているのみで，他はことごとく

Table 29. 1割高 Iltl線. A. 第 1 回 1 !lJ(](; (ITg.4.11 , 1929) (林令 29) (単位 m) (I{[I伐前)

一三(ゾー 日 一 Jll 各
D 吟似!年EFlH(H)l 実督促{相炉 Ifー (H) I 実古和11 相?(|H(H)

lo i-l|'900  1984! ー 0.84 13 ∞ 1 1. 20 ， + 1.8') 
12 I 1 1. 00 I 1 1. 67 -0.67 I 13.00 1 1 . 44 十 1.56 I 1 1.50 I 12.59 I ー1. 0 ヲ
14 I 12.45 I 12.99' -0.54 I 12.50 , 12.56 I -0.06 I 13.40! 13.70 I -0.υ0 
16 I 13.90 I 14.08 -0.18 I 13.83 I 13.85 -0.02 14.63: 14.60 I 十 0.00
18 14.74 15.0) -0.26 I 14.89 I 14.78 +0.11 i 15 ・ 10 I 15.34 I -0.24 

15.21 15.56 I -0.35 
15.94 I 16.24 i -0.30 
16.7116.83 -0.12 
17.05! 17.3ヲー0.34

17.72! 17 ・ 81 1 -0・仰
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18.50 I 
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l山 1

20.0。

15.96 
16.50 
16.95 
17.35 
17.70 

十 0.12

十 0.07

-0.30 
-0.13 
0.24 

ハU
ハ
ノ4
4
ゐ
〆

h
u
n
o

フ
】
ハ
ノ
ム
フ-
7
山
フ
}

15.41 I 
17.31 
17.95 
17.33 
18.19 

16.47 
17.05 
17.57 
18.02 

15.79 -0.35 
+0.84 
+0.90 
0.24 

+0.17 

0
2
4
6
8
 

q
υ
q
υ
q
υ
η
ο
q
υ
 

18.22 
19.25 
19.50 : 
19.67 
20.OJ 

18.43 
18.79 
19.09 
19.40 ' 
19.67 

0.21 
+0.46 
十 0.41

十 0.27

+0.33 

0.35 
十 0.42
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O. 乙4
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+ 1.47 

.L日 l 1 20; +3.49 
-3.2: 

Formulas: IB, log (H-1.2) =1.38031-4.32508(D 

E仏， log (H- 1. 2) ニ 1.37801-4. 41465(D 
IIT各， log (H- 1. 2) ニ1. 33824 • 3. 38070(D 

Table of tree-height curves relating to diameter. (Unit m) 
P (Plot) , H (Real mean height) , (H) (CaIculated height). 
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Tab!e 29. B. 第 2 回間伐(昭.16.3 ， 1941) (林令 40) (単位 m) (間伐前〕
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Formu!as: 1 B, !og (H-1.2) =1.49339-5.67384/D 

IIiム， !og (H-1.2) =0.68059+0.41546!ogD 
E各， !og (H -1. 2) = 1. 47773 -5.13357!D 

A (1st thinning) , B (2nd thinning) , C (3rd thinning). 

Tab!e 29. C. 第 3 匪l間伐(昭.25.11.1950) (林令 50) (単位 m) (間伐前〉
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24 ー l ー- 1 21.45 1 21.91 1 ー 0.46 1 22.50 I 22.07 1 +0.43 
26 I 23.00 I 21.21 I + 1.79 I 22.50 I 22.59' -0.09 I 23.08 I 22.97 I +0.03 
28 I 23.00 I 22.11 I 十 0.89 I 22.59 I 23.18 I ー 0.59 I 24.75 I 23.77 I 十 0.98

30 I 22.33 I 22.94 I ー 0.61 I 23.20 I 23.71 I -0.51 I 23.70 I 24.49 I -0.79 
32 I 24.40 I 23.68 1 十 0.72 I 23.64 1 24.13' ー 0.49 I 24.93 1 25.13 1 -0.20 
34 1 24.75 1 24.41 1 十 0.34 1 24.00 1 24.61 -0.61 24.89 1 25.731 -0.84 
36 1 24.68 1 24.98 1 -0.30 1 24.20 i 24.99 ー 0 .79 1 25.77 1 26.26 1 ー 0.49
38 I 25.08 I 25.55 I ー 0.47 1 25.00 1 25.34 1 -0.34 1 25.821 26.75 i ー 0.93

40 1 25.53 1 26.07! ー 0.54 I 2己 .75 1 25.66: +0.09 1 27.001 27.201 -0.20 
42 1 26.601 26.551 +0.05 1 26.631 25.95' +0.68 1 27.10 1 27.611 -0.51 
44 1 26.73 1 27.00 1 ー 0.27 1 26.89 1 26.22 +0.67 I 27.55 I 27.99 I -0.44 
46 1 28.111 27.421 +0.69 1 27.331 26.471 +0.86 1 28.611 28.341 +0.27 
48 1 28. 13 1 27.81 I 十 0.32 ! 26.00 I 26.70 I -0.70 I 28.44 I 28.67 I -0.23 

0
2
4
6
 

EdEd-huRJV 

28.17 
28.51 
28.82 

+0.26 
-0.06 
-0.82 

28.13 
28.60 
31.00 
31.50 

28.97 
29.26 I 
29.52 I 
29.77 I 

-0.84 
0.66 

+ 1.48 
+ 1.73 

+7.27 
6.91 

|i  l+5061 
I -3.07 I 
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の指数rlll似の形を示しているのである υ これを実数と対照せしめてみると，それは Table 29, A , B, C 

のなかにあわせ示しであるとおりである。

今各試験区別に，各間伐施行前(林令 29 ， 40 , 50) の曲線を図示すると，それは Fig. 5, a , b , c の

ようになるのである

さらにこれらを間伐施行時ごとにまとめて，重ね合わすと Fig. 6 のようになるつ

いま Fig. 6, group 1 によれば，前日のごとし 3 つの試験区が大体その地位を同一ならしめていると

もいえるかもしれないc また Fig. 6 , grollp 2 でも辛うじて， これにより地位の同絡であることを認め

えないでもなし、かもしれぬ3 しかし Fig. 6 , grollp 3 ìこし、たっては，各試験区の樹高曲線は各その独自の
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走路をとってL、て，それが大体重なり合わさっているとはいえないと思う c この現象は著者のはじめての

経験であって，そのよってきたる限囚の那辺に存するやはほとんど推定にくるしむのであるコただしその

原因として考えていることが 2 つある。

その 1 ほ，林木の根がfヰ令とともに，深きにj住むに従い，元来この開放地の各区の土庁í~ /fY1がたがいに多

少異なっていたのが，恨がそこに i遣するとともに， T立停に対する樹高の成長状態を異ならしめるようにな

ったということである υ もしもそうであるとすれば，かかる状態になったときはすでに地位は同ーとはL 、

えないのである η

その 2 は，林分の取扱いが異なるごとに，その千竹本分の樹高|出お~~の走路が異なってくるものであるとい

う新事実につきあたったのではなかろうかということであるこ

なお，このことについては，著者はさきに群馬県下におけ』る，アカマ、yHW殺到(官、試験についても，似た

ような凶験を味わったが，この場合は各試験とも， li iJfえは王寺 [11五式 B 種をあてはめているから，林分ごと

にその取り扱いを異ならしめてはいないのであるコそれゆえ今回とは少しく場合を異にしていると思う

何にしても，務者は今IIlIのごとき実例jについて，寡聞にしてfÌÍj例あるを知らない今のところ，ただ不

思常に思うのみである。

以上のごとく，林分の取り扱L 、がちがえば，林令高き i-='従い，樹高山線の走路がひとつの桂内に)認する曲

線を耐力、ないようになるものとすれば，著者の今までの主張はつぎのごとく L 、 L 、かえられなければならな

いけすなわち[倒高Illl棋によって地位を判定することは，それでよいが，この場合地位を比鮫すべき付:分

は，その取り吸いが，たがし、に同様のものであることを必要とする」と。

結論

J以共J上:毛令千;工項E写項ñに=記己j述主したことをもつて， 本目凶，IJ検責の筑 2引|ド川1-1川1刊l十判報社i~! j' を終了すす』る このうちJ比ヒU凶'1絞i

をつ iぎI" vμ4斗J附~;品向:iijj'記己することとする O

A. 試後方法について 本試験においては寺崎式 B 種，仏図式上肘，折衷式各閉の 3 種の HiJ伐形式を

とりあげたので、あるが，このうち寺崎式B種というのは，同 |LP土が単位J村:と指JI;';j しておられる林引に対す

る B 種であるコまた折衷式各府というのは， -~[とかく名づけたものであるが，実際は， T B , ][仏の 2

式を芯訓とした，著者のご亡jこになる各屑IliJ(l(;てPあって P この芯':1可ミから河田式各回間伐ともいうべきもので

あるい

B. 木数について i叩たは林令 29， 40 , 50 の各年次にわたり 3 同くりかえされたが，役存本数の当初]

数に対する;切合は， ] B におし、て品 J 3 '2可， Jf仏におL 、て約 5 'h~ ， 111 各において約 4 割であるコしかして，

現在のところ著者の肉眼にはp やがてそれらが伐期本数であるようにみえている。

C. 材積について 総収穫材積については， TII 各最も高き数字を示し，Tf仏， 1 B の順位を示して

いる。しかし，その指数をみるに，いずれも当初数の 3 倍に近いものであるニ一言にしていえば，各試験

区間に差はあるが，その差はさほど大なるものではない。

また最近の林木材積のうち，間伐前のものも，筏存木のものも，その指数を比較するに， m 各，Il仏，

IB のj肢を示している。

D. 何十告の比較 昭和 27 年(1952) の立木価に換算し，総収穫価格を比較すると，間伐収入を達伝す

る主せざるとにかかわらず， lli 各， 1 B , lT仏の順位となり， ] B が E 仏を凌駕していることは注
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自に仰する"また材積fドJにも， 1illij名川Jにも治に 111 各，すなわち林分を h"'i状に )1支扱う UIJ(J(;形式が優位を示

していることは特に注目に備するつ

E. 問伐施行P 不施行の比絞 ここ:. ;'にI亡こ間伐不施斤の1林本分を恕想、定し，ことに材積の成長に関し種々と場

合をわけてて一怨定し，これを寺

の方有手利1)なるも，総収穫材積においては，はたしてL、ずれが高き数字を示すやは，現在のところその結果

を推断しかねる ο

F. 近H寺欧洲において， tHì伐-方法のいかんにかかわらず，これらがj遡当に行われたときには，土創立が同

ーであり，かつfJ(;期令が同じであれば，その最後の 1H 当り総収穫材債はほぼ一致すべきものであるとい

う主張ぷあると聞くが，今回本;邦検の到達した結果;から推すと，あるいはそれが本当ではないかと疑わし

めるものがある。

しかしそれは材積の問題であって，何格的には，/ljJ伐形式を異にすれば，総収穫阿格の問には相当のひら

きがあるように思われるっすなわち，間伐試験の円的が，林業上の立場からみて，その有利，不利を決定する

ことにあるならば，総収穫倒防の比較をするのでなければ，無意味のものとなってしまうようである。

けれども，著者はここに別の見解をもっている それは!日){ltJ却倹の II!'I句は，林分の取吸いがたがL 、に異な

ることが，そのおのおのの林分の終械的の形相 (Physiognomy) に，1.、かなる影響を与うるものであるかを

知らんとするにある υ しかして林業を行うものをして，そのうちのどの日Ij伐形式が自己掻営の林業に最も適

合しているものであるかを知らしめるにあると思ムしたがって， I行j伐試験の結果，比較の対象たる各間伐

形式の有利，不平IJを強いて決定する必要はないのみならず，カ必、ることを決定せんとして p むやみに力こぶ

をいれることは，不風流であり，野暮であり，同時に学flUの面白味を知らざるものであると思うっすくなくも

著者自身は， Wなれる間伐形式が異なれる形相の三建材:を誘導しつつある現状に対し，jg1、限の趨味と研究の

喜びとを感じているのである。

G. *本分j'l，'iJJY:について 各林分とも林令の高きに従h /li/fJと形式のし、かんにかかわらず著者のいう一

階多)':"I{yt;または重複林に移りつつあるようである〉これは寺崎 IlF士の先見と同同士のゆH~:の実『倹結果とを

側面的に裏づけたものと信じているつ

ただいそのいわゆる林中I1曲線は一致していても，林分の形相そのものは一致しているか，どうかは推

定できないと思う。なんとなれば，本試験の各村:分は林令 50 {ドにおいて，ことごとく多階多層林の形を

示しているが，著者が実際に，この各林分の rl"を歩いているときに，各試験区の形中11はおのおの独特の別

のものを著者の肉眼に映ぜしめていることは争うことのできない事実であり，同時に数字n句にもこれを指

1riij しうることであるからである。

日.樹高曲線について 第 l 回間伐施行当時ほぽ類似の樹高曲線を画いていた制紛が，第 3 四倍明

前において，おのおの独自の走路を示すにいたったことは事実であるじこの現象を具体的に示した報告は

本報交をもって最初とするように思う。しかし著者の浅学なる，今のところこの現象を説明することがで

きないのを痩念に思う。

I .造休費の回収について F"，t言を庁うことによって，非常に早く造林費を回収することができる。本

研究によれば，林令 50 年の林分において，間伐を施行せざる場合に比し，すくなくとも 20 年は早く回

収しうるようである。これは， I~司伐を施行することの有利であると L 、う有力なひとつの根拠と思上

以上をもって摘要を終了するが，著者の最も熱心に主張する点は， D , F 2 項の内容であるこ
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しかして， 1953 年英国のアルピニストは叫んでいわく， I何がわれわれをしエベレストに登らしめたか，

それは，そこに山があったからである」と，人類が林業をやりはじめてから，無慮千年に近い歴史をもっ

ている。その IW;こ間伐技術は発達したのである 4

何が著者をして間伐の研究をなさしめたか，古来nn伐という，林を仕たてるうえにきわめて大切て司もあ

り，またきわめて11'目白いやりカ、たがfえ統されてきているからである。
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Table 1. 資料 A. 第 1 [Iljfiil伐(昭和 4 年. 1929, 11 月，林令 29)

a. J B (国債 0.3556 H) 

lii] (た オミ 役= 存 オミ Ul]{l(:T�曻 (全林)
D H v 

n v 不 i 1 n [ n v 石 n v 干[

6 υ 0.008 I 1 0.003 0.003 

小計 (1) 0.003 (1) 0.0.)3 

8 'ー (ー〕 (ー〉

|計 l 日 .008 0.0288 - 0.008 0.0288 

10 ー 1(_) (ー〉 (-) 
12 1 10 I 0.058 I 1 0.058 0.058 

11 0.064 2 0.128 フ 0.128 
0.071 0.071 

rJ、計 (4) 0.257 (一〉 (4) 0.257 

0.078 0.078 
11 0.086 2 0.172 2 0.172 

0.095 0.095 つ 0.190 
13 0.103 I 3 0.309 0.103 4 0.412 
14 0.111 0.111 0.111 
15 I 0.120 1 0.120 0.120 

ノj、 ;7十 (9) 0.885 (2) 0.198 (11 ) 1.083 

16 I 12 [ 0.121 1 0.121 0.121 
13 0.132 5 0.660 、亡J 0.660 

114| 0.143 9 1.287 3 0.129 12 1. 716 
15 0.154 0.154 0.154 

0.165 2 0.330 フ 0.330 

rJ、汁 18) 2.552 (3) 0.429 (21) 2.981 

18 I 12 I 0.151 1 0.151 0.151 
13 0.165 2 0.330 0.165 3 0.495 

0 178|l l 1.958 フ 0.356 1:J 2.314 
15 0.192 9 1.728 7 1.344 16 3.072 
16 , 0.206 4 0.824 3 0.618 7 1.442 

0.220 I 1 0.220 0.220 2 0.410 

|小 21|(28〉 5.211 (14) 2.703 (42) 7.914 

計 59 8.905 32.0580 19 3.330 11. 9880 78 12.235 44.0460 

0.201 2 0.402 0.201 3 0.603 
14 0.217 6 1.302 9 1.953 15 3.255 

0.234 10 2.340 11 I 2.574 21 4.914 
16 0.250 I 9 2.250 I 3 0.7:"0 12 3.000 
17 0.267 12 3.204 5 1. 33凸 17 4.539 

0.284 1 2 0.568 つ 0.568 

ノj、 言卜 (41) 10.066 (29) 6.813 (70) 16.879 

0.240 2 1 0.480 2 0.180 
0.259 0.259 3 0.777 4 1.036 

15 0.279 4 1.116 14 ' 3.906 18 5.022 
16 0.299 5 1.495 9 2.691 14 4.186 

I 17 0.319 B 2.552 7 2.233 15 4.785 
18 0.339 7 2.373 0.339 B 2.712 

035914 1.436 0.359 5 1.795 
20 0.379 I 1 0.379 0.379 

I "，1小計 [(30) 9.610 (37) 10.785 (67) 20.395 

24 14 I 0.305 1 0.305 I 0.305 

15| 0.328 9 2.952 10 3.280 
16 0.352 1- 13 4.576 1 13 4.576 
17 0.375 4 1.50::1 16 6.000 20 7.500 

。 ω11? 3.990 i 6 2.394 16 6.384 
I 19 0.423 4 1.692 l 0.423 J 亡 2.115 

0.447 0.447 

ノj、計 (20) 7.957 (46) 16.650 (66) 24.607 



127 ー(河H[)(第引司)スェド林mlflt試験の成績

nnfl<:T�I 

1 n I n v 

1. 0.355 
2 0.762 
8 3.272 
8 3.488 
12 5.568 
8 3.920 ' 

(39) 17.365 

11' 5.511 
7 3.724 
11 6.204 
3, 1. 788 

(32) 17.227 

211.6440 274 96.473 I 347.3028 

1 0.534 
3 1.710 
8' 4.848 
3 1.926 
3' 2.037 

(18)! 11.055 

1 0.643 
4 2.732 
4 2.892 
5' 3.820 
1 0.806 
1 0.846 

9.364 (16) 11. 739 

1 . 622 2 1 . 622 
0.857 2 1.714 

2.479 (4)1 3.336 

0.901 1 0.901 
1. 906 2 1. 906 

2.807 (3) 2.807 

1.055 l' 1.055 

1. 055 ( 1) 1. 055 

24.190 87.0840 421 29.992 1 107.9712 

86.310 310.7160 395 , 138.708 499.3488 

(全;1*)

A. 第 l[且[. a. 1 B (Continued) 
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A. 第 1 [Ir]間伐(昭和 4 年， 1929, 11 月，林令 29)

b. J[ iム(国債 0.3263 H) 
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B. 第 2 回. c. m 各 (Continued)
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Table 1. 資料 C. 第 3 fCfJ間伐(昭和 25 年， 1950, 11 月，林令 50)
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Table 1. 資料 c. 第 31'11間伐 (R百和 25 年， 1950, 11 月，林令 50)
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Masaru KnvADA , A f!,. D.: The Second Report relating to the Results of Thinnings , 
performed for “ Sugi" (Cry�tomeria) Stands , compared with various Methods 

of Thinning from View Points of Yield and Composition of Stands. 

R駸um� 

A. Name ancllocation of the forest in which this experiment was performed. 

Name: “ Megane" National Forest which belongs under the administration 

of Ueclamachi district office, Maebashi regional office of National Forest. 

Location: Megane, Butsuguyama, Yamadama , Kawabemura, Iwakigun, Fukuｭ

shima Prefecture , inland hill region near the coast of “ Kashimanada" a part 

of western Pacific Ocean. 

B. Sample plots and areas. 

Three sample plots were set; the first for the ordinary thinning method, 

viz. , Dr. W. Terazaki's system B , the second for the methoc1 of crown thinning, 

viz. , french system , anc1 the last for thinning for each storey of crown , viz. , a 

new form deduced by author. 

Ar己as and record marks of plots : 

1 st Plot (Dr. Terazaki's System B)... .0.3556 h , 1 B. 

2 nd Plot (French System). . . .0.3263 h , 11 íム.

3 rd Plot (Thinning for each storey).. . .0.4483 h , 目各.

C. Brief history of the forest. 

Plantation. . . . in 1900. 

A thinning was perfor111ec1 on 1919, but the description concerning this is 

not clear. 

Tﾍ1e 1st thinning as experi111ent... • Novemb巴r ， 1929, age of stanc1: 29. 

The 2n� th.... . March, 1941, age of stancl: 40. 

The 3rd th.... . November, 1950, age of stand: 50. 

D. The reason why such a 111ethod was selected for experi111ent. 

Since considerablIy long time b巴fore up to the present, numerous methords 

of thinning have been publishec1 by 111any authors ancl experts. The experience 

relating to thinning, obtainec1 during the perioc1 of some 35 years , has Iec1 

author to think as follows :A1110ng these nLU11erous metho c1s , the orc1inary thinning, 

which was c1ec1uced from the low thim1ing of stanc1s of coniferae, and the crown 
thinning, which was deducecl from the thinning for stands of broac1-1eavec1 trees , 

are the two origins of thought with conf己rence to the subject. Thus , firstly 

author selectecl these two for111s above mentioned as two original types , and 

secondly attempted to c0111bine these ancl to deduce a new form of author's own. 

The few lines clescrib己d above are the reason to decide to pick up these 

three methods of thinning, anc1 how to carry out these three methods actually in 

the field is shown in Fig. 1, a , b , c, anc1 Table 2. 

E. Brief c1escription of results obtained: 

(1) Tree-density. 
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The decreasing courses of t1'ee-density a1'e shown in Table 4 and in Fig. 2, 
a , b. The last c1ensities , it seems to author, a1'e showing those of the final 

state fo1' the rotation-age 80 of clear cutting system. 

(2) Yielc1 c1'op in volume of poles. 

(i) The increasing courses of volume. The 1'esults a1'e shown in Table 5 

and Fig. 3, a , b. It shaIl be 1'emarkec1 that actual numbers of results are shown 

by the contents of table , but the differences of volumes b己tween each plot stay 

1n the range of 30% fo1' index numbe1' 1, viz. , the volume in 1929 when this 
experiment started. 

(ii) Total yield. The 1'esults a1'e shown in Table 6 and Fig. 3, a, b. It 

1S very a 1'emarkable fact 出at actually the numbe1's of 1'esult show some 

differences as the paragraph 6 of Table 6 is showing, but the differences 

existing betwecn index numbe1's stay aIso in the range of 30% for inc1cx numl日1.

(3) Yield crop in price of poles. 

(i) Unit price. The unit volume used for p1'ice calculation is the ]apanese 

unit “ Koku" , and the 1'elation tl1ereof to cubic metre is as the next fonnula 

shows: 

“ Kolm" x3.6=1 cub. m. 

Unit prices fo1' 1 “ Koku" are all converted to the price in 1952. (Sce Table 8) 

(ii) Total yield. The courses of accumulation of incomes during past 21 

years, i. e. , from the time of b己gining (1929) to the time at which the 3rd 

thinning finished (1950) , a1'e shown in Table 10 and 12. 

According to Table 12, the c1ifferences shown between thc index numbe1's 

stay in the 1'ange 30-80% fo1' the first numbe1' 1. 

(4) Compa1'ison between unthinned stanc1 and thinned siand. 

In the experimental fo1'est (megane national Fo1'est) the1'e is set no cont1'oI 

plot, viz. , for which thinning was neve1' practised. Therefore , actually we can 

not compare as 1'eferred to in the subject of this paragraph. 

But unde1' some assumptions author gained a 1'esult comparing the total 

yield of volum巴 and of price b己tween the two ca宮es above mentioned. 

In Table 19, D' means the mean diameter of unthinned stand in 1950, and 

D means the mean diamete1' of thinned stand in 1929, i. e. , diam己ter at the 

beginning. 

Acco1'ding to Table 19: 

In case when D' 二 Dx 1.3, to practise thinning is absolutely advantageous. 

In case when D' = D x 1.4, to p1'actise thinning is slighily disadvantageous 

for volume , but evic1ently ac1vantageous for price. 

In case when D' = C x 1.5, to practise thinning for both volume and price is 

undoubtedly c1isadvantageous. 

Theη， unc1er uhe present state , if tﾌ1e unthinned stanc1 be kept 1'ealIy unthiImed 

during this 21 years' perioc1, author thinks that the case of D' = D x 1.5 appears 
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to be abso!ute!y impossib!e. 

Consequent!y, it can be maintained with confidence that thinning must be 

performed under the norma! state of forestry , i. e. , the forestry aims to produce 

rather !arge timber under comparative!y heigh rotation of age. 

(5) Diameter and height. 

For diameter see Tab!e 22. 

For height see Table 23. 

(6) Increament of vo!ume. 

For mean annua! increament see Tab!e 24. 

For m巴an periodic increament see Tab!e 25. 

For mean periodic increament of dominant stand 8ee Tab!e 26. 

(7) Volume of single po!e 

For mean vo!ume see Tab!e 27. 

(8) Composition of stand. 

(i) Di8tribution of diameters. For the detai! of composition of stand 

r己!ating to diameter see Tab!e 28, A, B，じ and Fig. 4. It is a very remarkab!e 

fact that, as Fig. 4 shows , as the age of stand becomes heigher the frequency 

curves of c1iam巴ter changes the form from the type of 1110no-storeyed stanc1 to 

po!i-storeyec1 type. 

(ii) Tree-height curves relating to c1iameter. The changing manner of treeｭ

height curves c1uring these 21 years relating to each methoc1 of thinning is shown 

in Table 29 anc1 Fig. 5. 

By the results of plotting all the curves on a paper, it shall be founc1 the 

following facts : 

The curves belonging to 

group 1 nearly coinsic1e each 

other. 

The curves belonging to 

group 2 are harc11y groupec1 in 

same rank. 

But each curve belonging to 

group 3 runs for a c1estination 

of special course inc1epenc1ently 

from each other. 

Conclussion. 

Prokct lkd:|IB ! 日仏|略

;l;l2 Tree.density 
Increament of volume "¥ 
of main stand J 
Total yield in volume 

4 

5 

3 6 

ウ
L

勺
L
q
u

つ
υ

つ
LTotal yield in price 10 

Mean diameter 22 
Mean height 23 

Mea江n annu旧al in凹lcr巴伺amet凶 ! 2目4 i 3 I 2 

3 

3 2 

Volume of single tree 27 2 

As to what meanings are involvec1 in this fact , under the present state, 

author can not explain whether it is c1erivec1 physiologically or ecologically. 

Accorc1ing to the contents of the above table , it can be recognizec1 that the 

methoc1 of thﾌ1ming for each storey of crown, i. e. , the methoc1 m 各 is the 1110St 

ac1vantageous one, and 1 B , n 仏 follow in orc1er. But, as the Table 5 and 6 

show, the actual difference of amount of yie!c1 in volume between each plot is 

not 80 large and c1istinct. On the contrary , as the Table 10 shows the c1ifference 
of yield in price between each plot is rather large enough to be considered. 


